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（2021.10.１現在）の動き

体験型観光プログラム「本庄すまいる日和2021」が12月体験型観光プログラム「本庄すまいる日和2021」が12月
25日まで開催中です。10月に開催された乗馬体験では、25日まで開催中です。10月に開催された乗馬体験では、
楽しく馬と触れ合う参加者の笑顔を見ることができました。楽しく馬と触れ合う参加者の笑顔を見ることができました。

地元でみつける新たな魅力地元でみつける新たな魅力
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第
六
話
　
和
学
講
談
所
設
立

設
立
の
き
っ
か
け

　
保
己
一
は
、
群
書
類
従
の
編
さ

ん
以
外
に
も
大
き
な
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
和
学
講
談
所
の

設
立
で
す
。

　
伝
記
「
温
故
堂
塙
先
生
伝
」
に

よ
る
と
、友
人
の
浄じ
ょ
う

聖し
ょ
う
い
ん院
亮り
ょ
う

衍え
ん（
広

報
ほ
ん
じ
ょ
う
９
月
号
参
照
）
に

勧
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
己
一
か
ら
学
び
た
い
と

考
え
た
者
た
ち
が
保
己
一
宅
に
押

し
寄
せ
、
手
狭
と
な
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
設

立
を
決
め
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

土
地
の
拝
借

　
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
二
月
、

保
己
一
は
和
学
講
談
所
と
文
庫
の

設
立
の
た
め
、
土
地
の
拝
借
を
願

い
出
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸

麹
町
裏
六
番
町
に
土
地
三
百
坪
を

見
つ
け
、
建
設
を
願
い
出
る
と
七

月
に
は
許
可
さ
れ
、
工
事
が
開
始
、

十
一
月
八
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

温
故
堂

　
完
成
し
た
講
談
所
の
名
前
は
保

己
一
た
っ
て
の
願
い
で
、
老
中
松

平
定
信
が
「
温
故
堂
」
と
命
名
し

ま
し
た
。
現
在
、
塙
保
己
一
記
念

館
に
は
温
故
堂
の
名
で
出
し
た
規

律
書
が
数
点
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

東
京
の
温
故
学
会
に
は「
温
故
堂
」

の
額
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

初
は
温
故
堂
の
名
前
で
運
営
さ
れ

ま
し
た
が
、
幕
府
の
組
織
に
組
み

込
ま
れ
て
か
ら
は
、
次
第
に
正
式

名
称
も
「
和
学
講
談
所
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

運
営

　
温
故
堂
は
保
己
一
と
弟
子
た
ち

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
し
た
が
、

幕
府
か
ら
も
重
宝
が
ら
れ
ま
し
た
。

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
幕

府
か
ら
手
当
て
が
下
さ
れ
、
幕
府

の
組
織
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

林は
や
し
だ
い
が
く
の
か
み

大
学
頭
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し

た
が
、
運
営
自
体
は
そ
の
ま
ま
保

己
一
ら
に
任
せ
ら
れ
ま
す
。

　
和
学
講
談
所
に
は
四
つ
の
機
能

が
あ
り
ま
し
た
。

一
．
国
学
を
学
ぶ
学
校
的
機
能

二
．�

文
献
資
料
の
調
査
・
収
集
・

研
究
を
行
う
研
究
所
的
機
能

三
．�

幕
府
の
要
求
に
こ
た
え
て
回

答
等
を
行
う
行
政
的
機
能

四
．�
公
益
的
な
出
版
事
業
を
行
う

公
社
的
機
能

　
こ
の
よ
う
に
、
和
学
講
談
所
は

大
変
重
要
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
幕
府
と
し
て
も
旗

本
子
弟
の
教
育
機
関
で
あ
り
、
か

つ
就
職
先
に
も
な
っ
て
い
て
、
と

て
も
大
切
な
機
関
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

塙
保
己
一
没
後
２
０
０
周
年
記
念
企
画
『
不
撓
不
屈
の
人
』。
今
回
は
、「
塙
保
己
一

の
生
涯
」
第
六
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
第
15
回
塙
保
己
一
賞
表
彰
式
や
催
し

情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ふ
と
う
ふ
く
つの
ひ
と

ミ
ニ
知
識
⑥

保
己
一
の
弟
子
た
ち

　
保
己
一
に
は
多
く
の
弟
子
や
門
人
が
い
ま

し
た
。
草く

さ
ま間
（
鴻こ
う
の
い
け池
）
伊
助
は
前
回
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
他
の
弟
子
た
ち
を
紹
介

し
ま
す
。

○�

屋や
し
ろ代
弘ひ
ろ
か
た賢　
通
称
太
郎
。
幕
臣
で
国
学
者
。

能
筆
家
で
保
己
一
の
代
筆
を
務
め
る
。
保

己
一
が
行
う
事
業
の
中
心
的
人
物
で
、
群

書
類
従
の
編
さ
ん
や
和
学
講
談
所
の
運
営

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

○�

中
山
信の
ぶ
な名　
通
称
平
四
郎
。
常
陸
国
出
身
。

十
六
歳
で
江
戸
に
出
て
保
己
一
の
弟
子
と

な
る
。
保
己
一
が
旅
を
す
る
際
、
よ
く
お

供
を
す
る
。
保
己
一
の
伝
記
を
書
く
。

○�

石
原
正ま
さ
あ
き
ら明　
通
称
喜
左
衛
門
。
尾
張
国
出

身
。
群
書
類
従
の
版
木
の
管
理
に
尽
力
。

○�

奈な

さ佐
勝か
つ
た
か皐　
幕
臣
で
国
学
者
。
保
己
一
よ

り
一
歳
年
上
だ
が
門
人
と
な
り
、
和
学
講

談
所
の
初
代
会
頭
を
務
め
る
。

○�

横
田
茂し
げ
つ
ぐ語　
通
称
孫
兵
衛
。
保
己
一
と
と

も
に
萩
原
宗そ

う
こ固

の
弟
子
と
な
り
、
そ
の
後

保
己
一
に
師
事
し
た
。

塙
保
己
一
の
生
涯

★塙保己一記念館（アスピアこだま内）☎ 72- ６０３２・ 71- ５８８９ 2



日時　1212月1818日㈯　（開場　正午）
・表彰式　午後１時～２時
・記念イベント　午後２時 15分～６時
※手話通訳・要約筆記があります。
会場　本庄市民文化会館
※ JR 各駅（本庄駅南口、本庄早稲田駅北口）から臨
時無料送迎バスを運行します。
入場料　無料
定員　500 名（多数の場合抽選）
申�込　12 月６日㈪までに次の①～⑤を記載し、 ・

または電話で埼玉県障害者福祉推進課へ
①�「第 15 回塙保己一賞表彰式・記念イベント申込」
と明記
②郵便番号・住所　③氏名　④電話番号　⑤参加人数
※参加人数が２名以上の場合、②～④は代表者のみ記載。
入�場について　申込後、12 月 13 日㈪までに入場券
を送付します。当日は入場券を必ず持参してください。

◆記念イベント

・ �ゴールボールパラリンピアンによる実演とトーク
・ �子どもたちによる群読劇「塙保己一物語」

★�埼玉県障害者福祉推進課☎０４８-８３０-３３０９・ ０�
４８-８３０-４７８９・ a3310-06@pref.saitama.lg.jp

★セルディ☎72-８８５１・ 72- ８８５４

　郷土が生んだ偉人「塙保己一」の
ように、障害がありながらも社会的
に顕著な活躍をしている人などを表
彰する「第 15回塙保己一賞」を開
催します。

塙保己一没後200周年記念大会

第15回�塙保己一賞�表彰式・記念イベント

塙保己一没後 200 周年記念事業情報

市民総合大学公開講座　塙保
己一とヘレンケラー

　総検校塙保己一先生遺徳顕彰会との
連携講座です。
日時　�12 月７日㈫　①午前 10時～、

②午後１時 30分～
※①と②は同内容です。
会場　本庄市民文化会館
講師　�種村　朋文　氏（本庄市身体障

害者福祉会会長）
定員　300名（先着順）
費用　無料
※申込不要。当日会場へお越しくださ
い。
★�生涯学習課☎ 22- ３２４８・ 25
　- １１９３

企画展　塙保己一展

　明治時代に発行された伝記『塙検校』
や、和綴じの『群書類従』など、ふだ
ん目にできない資料を、塙保己一の生
涯をわかりやすくまとめたパネルとと
もに展示します。
期間　�11 月３日㈷～ 28 日㈰（月曜

休館）
会場　図書館本館１階
★�図書館（本館）☎ 24- ３７４６・

24- ３７１８

文芸講演会　『群書類従』を語る

　塙保己一没後 200周年を記念して発
行された『世のため　後のため　もの
がたり塙保己一』の編集に携わった講
師が、群書類従に記されている、意外
と知らない身近な話をお話しします。
日時　�11 月 20日㈯　午後２時～３

時 30分
会場　図書館本館２階会議室
講師　�荒井　一夫　氏（総検校塙保己

一先生遺徳顕彰会事業部委員）
定員　15名（先着順）
申込　�11 月 12日㈮から電話または

直接下記へ
★�図書館（本館）☎ 24- ３７４６・

24- ３７１８

・ �本郷和人氏（東京大学
史料編

へんさんじょ
纂所教授）によ

る講演「日本の歴史に
見る塙保己一の貢献」

・ �渋沢栄一アンドロイド
トークイベント

�（協力：深谷市・渋沢栄一記念館）

©深谷市©深谷市

　塙保己一に関する質問などを受け付けてい
ます。詳しくは、右記コードから。
★広報課☎ 25‐１１５５

3 令和３年11月１日号
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　　▶26 議案を審議

お知らせ
★議会事務局☎ 25- １１４８

　令和３年本庄市議会第３回定例会が、８月 26 日から
９月 22 日までの日程で開催されました。
　今議会には、予算総額を歳入歳出それぞれ 294 億
7,094 万円とする「令和３年度本庄市一般会計補正予
算（第６号）」、「人権擁護委員候補者の推薦につき意見
を求めることについて」など 17 議案を提出し、さらに
最終日に、令和２年度決算認定を含む８議案を提出しま
した。
　また、議員提出議案として、市議会における男女共同
参画の推進に係る環境整備等のため、会議の欠席事由を
明文化する「本庄市議会会議規則の一部を改正する規則」
が提出されました。
　28 日間の審議の結果､ 令和２年度決算認定の７議案
が閉会中の継続審査とされ、それ以外の 19 議案は原案
のとおり可決、同意され、閉会しました。

令和３年本庄市議会
第３回定例会

　　▶法務大臣から委嘱

お知らせ
★市民活動推進課☎ 25- １１１８

　９月 30 日に任期満了となりました人権
擁護委員について、大塚真美氏が新任とし
て、10 月１日付で法務大臣から委嘱されま
した。

人権擁護委員を紹介

ほんじょうインフォメーション

大塚 真美 氏
（西富田）

　新成人 13 名が成人の祝い実行委員となり、新た
な門出を祝うために、式典を企画しています。

　式典は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
会場の収容人数の制限を行い、中学校区域に分けて
２部制で開催します。
　案内はがきは 12 月中旬に発送予定
です。市外在住の方や転出された方
は、事前に生涯学習課へご連絡くだ
さい。詳しくは、市 をご覧ください。

⃝日程　令和４年１月９日㈰
⃝会場　本庄市民文化会館

【１部】
⃝対象学校区域　本庄西中学校・本庄南中学校
⃝受付　午前 10 時～
⃝式典　午前 10 時 30 分～ 11 時（予定）
【２部】
⃝対象学校区域　本庄東中学校・児玉中学校
⃝受付　午後１時 30 分～
⃝式典　午後２時～２時 30 分（予定）

お知らせ

▶20 歳の門出を祝う

令和３年度本庄市成人の祝いを開催

★生涯学習課☎ 22- ３２４８

【 上段左から】　藤井 晃太郎、田中 千李（副実行委員長）、
伊藤 恭一朗（実行委員長）、杉山 幹、高橋 佳佑、福島 凜人、
髙橋 薫

【 下段左から】　山藤 彩華、坂本 愛花、鈴木 菜々花（副実行
委員長）、福島 うらら、岡芹 香穂、福島 基矢

市

令和３年度成人の祝い式典実行委員の皆さん



5 令和３年11月１日号

Information

　市内体育施設の定期利用団体登録の受付を開始し
ます。登録団体になると、登録の使用枠（各施設・
曜日・時間）について、優先的に予約できるほか、
使用料の減免を受けることもできます。

●登録期間　令和４年４月～令和５年３月
※登録団体向けの全体説明会は行いません。不明な
点はお問い合わせください。
●登録資格　次の①～④すべてに当てはまる団体
　①市内在住・在勤・在学者が 10 名以上いる

　②監督者として成人が２人以上いる
　 ③ 年間を通して定期的（毎週・隔週等）に利用す

る（短期間の利用は対象外）
　④営利を目的としない
●申込
　11 月 26 日㈮までに必要事項を記入した申請用紙
を下表の各受付場所またはスポーツ推進課（市役所
４階）へ提出（申請用紙は各受付場所及び市 で配付）
※会費を徴収している団体は、収支内訳（書式自由）
も併せて提出してください。

お知らせ

▶体育施設を定期利用する団体の方へ

令和４年度
体育施設等定期利用団体登録を受け付けます

★スポーツ推進課☎ 25- １１５２

利用施設 受付場所
カミケンシルクドーム、ケイアイスタジアム※、本庄総合公園多目的グラウンド、北泉テニ
スコート、本庄地域の各小学校体育館及びグラウンド（旭小・本庄西小を除く）※、本庄東中・
本庄南中体育館及び武道場

カミケンシルクドーム
☎ 25- ５６７７

エコーピア、児玉工業団地遊水池内グラウンド、児玉総合運動公園グラウンド※、共栄公園
テニスコート※、児玉地域の各小学校体育館及びグラウンド※、児玉中体育館及び武道場

エコーピア
☎ 73- ３８１５

武道館、弓道場、若泉第１グラウンド※及び第２グラウンド、若泉第１テニスコート※及び
第２テニスコート、河川敷グラウンド（下仁手）、東部スポーツグラウンド、旭小・本庄西小
体育館及びグラウンド、本庄西中体育館

武道館
☎ 24- ７１８１

・※印の施設は、夜間照明の利用も受け付けます（小学校はグラウンドのみ）。
・市の行事や各種大会等により、利用できない場合があります。
・登録希望が重複した場合、調整会議を開くことがあります。

募集

▶皆さんからの気持ちがつながる

★（福）本庄市社会福祉協議会☎ 24- ２７５５

～ほんじょうつながりプロジェクト～
クリスマスケーキを無償配付します

　新型コロナウイルス感染拡大により、経済的に影
響を受けている子育て世帯に対し、クリスマスケー
キを無償で配付します。
●配付するケーキ
　 ４号サイズ(直径12cm)の生デコレーションケー

キ（新型コロナウイルス対策応援金に寄せられた
寄附を活用します）

●受取日　 12月24日㈮・25日㈯（申込時に選択）
●対象
　�新型コロナウイルス感染拡大により休業や失業

等で経済的に影響を受けている、18歳以下の子
を持つ市内の子育て世帯

●配付数
　500個（多数の場合抽選）
●申込
　 11月15日㈪午前９時から30

日㈫午後５時までに右記コー
ドから申込または電話で本庄
市社会福祉協議会へ

●引換について
　当選者に引換券を送付します。指定された店舗

に引換券を持参してケーキを受け取ってください

申込サイト
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パブリックコメント
第11次本庄市交通安全計画（案）

本庄市文化財保存活用地域計画本庄市文化財保存活用地域計画
ワークショップに参加しませんか

皆さんのご意見を募集します

地域の魅力
を再発見

●閲覧・意見募集期間　11月８日㈪～12月７日㈫
●対象（次のいずれか）
市内在住・在勤・在学者、市内に事務所または事業
所を有する方、市税の納税義務を有する方、この事
案に利害関係を有する方
●閲覧場所　
危機管理課（市役所３階）、支所総務課（アスピア
こだま２階）、市民活動推進課（はにぽんプラザ１
階）、図書館（本館・児玉分館）、市
●閲覧時間　各閲覧場所の開庁・開館時間
●意見の提出方法　
　�所定の用紙（各閲覧場所及び市 で配付）に必要事

項を記入のうえ、下記に持参、郵送、 、または
で提出

●意見の提出先
　郵送 
　〒367-�8501　本庄市本庄３-�５-�３
　本庄市役所危機管理課安全安心係
　 22-０６０２・ �kikikanri@city.honjo.lg.jp
●意見の取り扱い
意見に対する考え方及び修正案は、内容を公表し　
ます。類似の意見はまとめて公表します。住所・氏
名等は公表しません。また、意見に対する個別の回
答は行いません。

　市では、「安全で安心なまち　本庄」の実現を目指し、交通安全対策を強力に推進することを目的として、
第11次本庄市交通安全計画の策定を進めています。
　このたび、計画（案）がまとまりましたので、皆さんのご意見を募集します。

★危機管理課☎25-１１８４

　市では、市内の貴重な文化財を保存し、将来に伝えるとともに、教育やまちづくりなどにいかしていくた
め、本庄市文化財保存活用地域計画の策定に取り組んでいます。
　これまで地域で大切にされてきたものについて、一緒に話し合ってみませんか。

★文化財保護課☎25-１１８６

●日時　①11月27日㈯　午前10時～11時30分
　　　　②11月27日㈯　午後２時～３時30分
　　　　③12月４日㈯　午後２時～３時30分
※３回とも同内容。
●会場　�①②市役所６階大会議室
　　　　③セルディ２階大会議室
●対象　18歳以上の市内在住・在勤者
●定員　各30名程度（多数の場合抽選）
●申込　�11月19日㈮までに電話または直接文化財保

護課（市役所４階）へ
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7 令和３年11月１日号

公共施設公共施設へのへの
自動販売機自動販売機設置事業者を募集設置事業者を募集

はにぽんプラザはにぽんプラザで
カフェカフェ始めませんか始めませんか

　はにぽんプラザ１階にカフェを出店したい方を募集
します。
●営業開始時期
　令和４年４月頃（詳細は相談のうえ決定）
●営業内容
飲み物、軽食等の販売

●使用できる場所
広さ…25㎡
主�な設備…サービスカウンター、厨房（冷蔵庫、食
器洗浄機、調理台等の無償貸与あり）、倉庫

※専用の客席はありませんが、隣接する約45席の交
流スペースで飲食が可能です。

●使用料（令和４年度）
　月額50,366円（光熱水費別）
●申込方法
　申請書及び必要書類をはにぽんプラザ窓口に提出
●申込期間
　12月20日㈪～令和４年１月７日㈮
　(12月29日㈬～令和４年１月３日㈪は休館）
●出店者の決定方法
　審査のうえ、出店者を決定
※詳しくは、はにぽんプラザ窓口及
び で配付の募集要項、申請書をご
覧ください。

　★�市民活動推進課（はにぽんプラザ内)
☎22-０８２８

★財政課☎25-１１６５
　�支所総務課（①について）
☎72-１３３１
　�セルディ（②について）�
☎72-８８５１

①児玉総合支所（アスピアこだま）

●●設置場所と台数
　アスピアこだま１階自動販売機コーナー…１台
●●自動販売機の種類
　すべて清涼飲料水等飲料（紙パック式の飲料を半数
以上販売すること、アルコール類不可）
●●設置場所の貸付期間
　令和４年４月１日～令和７年３月31日

②セルディ（児玉文化会館）

●●設置場所と台数
　セルディ１階自動販売機コーナー…２台
　ホール　ホワイエ…１台
※３台を一括して入札を行います。

●●自動販売機の種類
　すべて清涼飲料水等飲料（紙コップ、アルコール類
不可）
●●設置場所の貸付期間
　令和４年４月１日～令和９年３月31日

注意事項（設置希望者向け）

　設置に関する契約は一般競争入札により実施しま
す。入札への参加を希望する事業者は、申請書及び必
要書類を提出してください。
●●提出期限　11月26日㈮まで
●●提 出 先　〒367-8501　本庄市本庄３-５-３
　本庄市役所財政課契約検査係
※詳しくは、財政課（市役所３階）
及び市 で配付の募集要項、仕様
書、申請書をご覧ください。 入札について

募集要項等

写真は現在のカフェの様子



本庄市人事行政の運営等の状況を公表します
　人事行政の運営における透明性を高めるため、令和２年度の市職員の採用・退職・給与などの状況について、
次のとおり公表します。 ★行政管理課☎ 25- １１６０

１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴ 採用の状況（令和２年度）　　　　　　　　

事務職 技術職（土木） 合計
採用者数 19(12) 人 ３( ０) 人 22(12) 人

（注）（　）内は、女性の数で内書きとなっています。
⑵ 再任用職員の状況
　 令和２年度の再任用職員は27人（うち女性２人）でした。
⑶退職の状況（令和２年度）

事務職 技術職 合計
定年退職 ２( ０) 人 １( ０) 人 ３( ０) 人
勧奨退職 １( １) 人 ０( ０) 人 １( １) 人

自己都合退職 １( １) 人 １( ０) 人 ２( １) 人
その他（死亡、免職等） ０( ０) 人 １( ０) 人 １( ０) 人

計 ４( ２) 人 ３( ０) 人 ７( ２) 人
（注）（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

(4) 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
職員数 対前年

増減数平成 31年 令和２年

普
通
会
計

一
般
行
政

議　会 ６人 ６人 ０
総　務 137 人 135 人 ▲２
税　務 49 人 46 人 ▲３
民　生 107 人 109 人 ２
衛　生 37 人 36 人 ▲１
労　働 １人 １人 ０

農林水産 18 人 18 人 ０
商　工 ９人 10 人 １
土　木 70 人 71 人 １

計 434 人 432 人 ▲２
教　育 58 人 59 人 １
小　計 492 人 491 人 ▲１

公
営
企
業
等

会
計

水　道 15 人 15 人 ０
下水道 15 人 15 人 ０
その他 39 人 39 人 ０
小　計 69 人 69 人 ０

合　計 561 人 560 人 ▲１

参
　
考

再任用職員
（短時間勤務） 12 人 12

会計年度任用職員
（フルタイム） 70 人 70

小　計 82 人 82
※参考は令和２年度から表記

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
８級 部長・局長 10 人 1.8％
７級 次長・参事・支所長  ５人 0.9％
６級 課長・副参事 51 人 9.2％
５級 課長補佐・主幹 84 人 15.2％
４級 係長・主査 112 人 20.2％
３級 主任・専門員 146 人 26.4％
２級 主事・技師 111 人 20.0％
１級 主事補・技師補 35 人 6.3％

　②技能労務職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
３級 自動車運転手・技能員・

調理員・専門員

６人 100％
２級 ０人 －％
１級 ０人 －％

　　１ 本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　３ 職員数には再任用短時間勤務職員を含んでいません。

２　職員の給与の状況
令和２年度決算より人件費に会計年度任用職員（フルタイム ) が
含まれています。

住民基本
台帳人口
（令和２年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
令和元年度
の人件費率

人
77,793

千円
38,322,582

千円
2,320,244

千円
4,361,238

％
11.4

％
14.4

(注)　１    人件費とは、常勤の職員及び会計年度任用職員（フルタイム）
に対する給料、職員手当及び共済費、非常勤特別職の職員に
対する報酬、社会保険料等をいいます。

　　 ２ 　普通会計とは、一般会計、特別会計等の各会計で経理す
る事業の範囲が、各自治体で異なっているため、統一的な
基準で整理して比較できるようにした統計上の会計区分をいい
ます。

職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉

手当
計
Ｂ

人
568

千円
1,916,500

千円
241,851

千円
732,485

千円
2,890,836

千円
5,090

(注)　 職員数は、令和２年４月１日現在で普通会計に属する常勤一   　　　   
般職及び会計年度任用職員（フルタイム）の人数です。

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 40.8 歳 308,120 円 354,511 円

(注)   一般行政職とは、国の指定統計調査である地方公務員給与
　　 実態調査等において職種を区分する際に用いられるもので、
　　 企業職、技能労務職、教育職等を除いた職員をいいます。

区分 大学卒 短大卒 高校卒
一般行政職 188,700 円 168,900 円 154,900 円

区分 ６月期 12月期 計
期末手当 1.30 月分 1.25 月分 2.55 月分
勤勉手当 0.95 月分 0.95 月分 1.90 月分

区分 報酬月額等

給
料

市　長 890,000 円
756,000 円
697,000 円

副市長
教育長

報
酬

議　長 425,000 円
374,000 円
353,000 円

副議長
議　員

期
末
手
当

市長・副市長・教育長 4.40 月分　(注)２ 減額あり

議長・副議長・議員 4.40 月分

(注)　１    給料について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　　市長は 10％、副市長及び教育長は５％
　　 ２   期末手当について、下記のとおり減額措置 
         を行いました。
　　　市長は 20％、副市長及び教育長は 10％

より詳しい内容は市 でご覧ください。

(注)

(注)１ 減額あり}

⑶平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

⑵職員給与費の状況（令和２年度普通会計決算）

⑴人件費の状況（令和２年度普通会計決算）

⑷初任給の状況（令和２年度）

⑸期末手当・勤勉手当の状況（令和２年度）

⑹特別職等の報酬等の状況（令和２年度）

（令和２年４月１日現在）

(5) 級別職員数の状況（令和２年４月１日現在）
　①一般職

市

8



9 令和３年11月１日号

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ
★市民課☎25-１１１４、支所市民福祉課☎72-１３３３

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
、
11
月
30
日
は
「
年

金
の
日
」

毎
年
誕
生
月
に
は
、
年
金
加

入
記
録
や
年
金
見
込
額
等

が
記
載
さ
れ
た
ね
ん
き
ん
定
期
便

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
日
本
年
金
機
構

内
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は

ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

将
来
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら

せ
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金

受
給
見
込
額
を
確
認
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

○
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
ネ
ッ

ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場

合
は
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐

１
１
４
４

受
付
時
間　
月
曜
日　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時
、
火
～
金

曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
、
毎
月
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌

開
所
日
に
午
後
７
時
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。
土
（
毎
月
第
２
土
曜
日

を
除
く
）
・
日
・
休
日
・
12
月
29

日
～
１
月
３
日
は
問
合
せ
不
可
。

‌

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

20
歳
以
上
の
方
は
国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
を
除

く
）
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
国
民
年

金
制
度
の
内
容
や
メ
リ
ッ
ト
、
保

険
料
の
納
付
方
法
や
免
除
の
手
続

き
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
動
画
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に

お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控
除
の
対

象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の

全
額
で
、
過
去
の
年
度
分
や
追
納

分
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
に

関
す
る
問
合
わ
せ

○
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

は
☎
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
、
第
２

土
曜
日　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時

※
土
（
毎
月
第
２
土
曜
日
を
除

く
）
・
日
・
休
日
・
12
月
29
日
～

１
月
３
日
は
問
合
せ
不
可
。

○
熊
谷
年
金
事
務
所

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
５
０
１
２

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
休
日
・
12
月
29
日
～

１
月
３
日
は
問
合
せ
不
可
。

対象 発送時期
①令和３年１月１日から９月30日ま

でに国民年金保険料を納付した方
10月下旬～11
月上旬

②令和３年10月１日から12月31日ま
でに国民年金保険料を納付した方（
①の対象者を除く）

令和４年２月上
旬～

年末調整や確定申告の際、社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書をご利用ください。なお、家族分の国民年金保
険料を納付した場合、その保険料も合わせて控除が受けら
れます。

日本年金
機構

20歳到達時
の国民年金の
手続き

い
い

み
ら
い
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よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談
（
24
時
間

３
６
５
日
対
応
）

18
歳
以
下
の
子
ど
も
専
用
（
無
料
）

・
＃
７な

や
み
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０

・
☎
０
１
２
０
‐
８ハ

ロ
ー６
‐
３さ
い
の
く
に

１
９
２

保
護
者
専
用

・
☎
０
４
８
‐
５こ

こ

ろ
５
６
‐
０お

は

な

し

８
７
４

・　

soudan@
spec.ed.jp

埼
玉
い
の
ち
の
電
話
（
24
時
間
３
６
５

日
対
応
）

　
☎
０
４
８
‐
６
４
５
‐
４
３
４
３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
た
ま
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ

イ
ン
（
毎
日
午
後
４
時
～
９
時
）

18
歳
以
下
の
子
ど
も
専
用
（
無
料
）

　
☎
０
１
２
０
‐
９
９
‐
７
７
７
７

い
じ
め
通
報
窓
口
（
県
教
育
委
員
会
）

　
小
・
中
・
高
校
生
の
い
じ
め
の
情
報
提

供
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
相
談
の
返

信
は
行
い
ま
せ
ん
。
通
報
情
報
は
学
校
に

提
供
し
、
送
信
者
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に

調
査
・
対
応
し
ま
す
。

問
合
せ　
埼
玉
県
青
少
年
課

　
☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
２
９
０
７

埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
で
は
、

高
齢
・
障
害
・
疾
病
等
に
よ
り
援

助
が
必
要
な
親
族
な
ど
を
、
無
償
で
介

護
、
看
護
、
日
常
生
活
上
の
世
話
等
を
行

っ
て
い
る
方
を
ケ
ア
ラ
ー
と
し
、
ケ
ア
ラ

ー
の
う
ち
18
歳
未
満
を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
11
月
を
「
ケ
ア
ラ
ー
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
や
支
援
の
取
組
等
を

紹
介
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
す
。

日
程　
11
月
23
日
㈷　

※
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
申
込
は
県

か
ら
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
宣
言
団
体
を
募
集

　

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
社
会

全
体
で
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
県
の
啓
発
活

動
に
賛
同
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込　
ケ
ア
ラ
ー
支
援
宣
誓
書
を
埼
玉

県
へ
提
出

※
宣
誓
書
・
提
出
先
は
、
県
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
埼
玉
県
地
域
包
括
ケ
ア
課

　
☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
２
５
６

ケアラーという言葉を聞いたことがありますか

ケアラー月間

ひとりで悩まず相談してみませんか

いじめ撲滅強調月間

★地域福祉課☎25-１１４２

★生涯学習課☎22-３２４８

通報用

◀オンラインフォーラム、ケアラー
支援宣誓についてはこちらから

　いじめにあったり、気がついたりしたら、ひとりで悩まず
ご相談ください。
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本庄市の新型コロナワクチン接種状況

対象者
（12歳以上）

１回目
接種者数

２回目
接種者数

約７万1,500人 ４万9,749人 ４万210人

（令和３年10月15日更新分）
国が提供するクラウドシステムVRS（ワクチン接種
記録システム）より

人生会議 人生会議 始めてみませんか始めてみませんか

〇人生会議とは

　人生会議とは、あなたの大切にしていることや
望み、どのような医療やケアを望んでいるかを前
もって考え、信頼する家族や友人と、医療や介護
の専門職を含めて繰り返し話し合い、共有するこ
とです。

〇元気なうちから考える

　命の危険が迫った時に、約７割の人がこれから
の医療やケアなどを自分で決めたり、望みを人に
伝えたりすることができなくなるといわれていま
す。最期まで自分らしく安心して暮らしていくた
めに、元気なうちから私たち一人ひとりが『人生
の最終段階でのありたい姿』について考えておく
必要があります。

〇もしものときに

　あなたにもしものことがあった時、信頼できる
人が「あなたなら、たぶん、こう考えるだろう」
とあなたの気持ちを想像しながら、医療・ケアチ
ームと医療やケアについて話し合いをすることに
なります。あなたの信頼できる人が、あなたの価
値観や気持ちをよく知っていることが重要な助け
となるのです。

★介護保険課☎25-１７２２

★健康推進課（保健センター内）☎24-２００３

『人生の最終段階でのありたい姿』を考える

本庄市新型コロナワクチン予約コールセン
ターの電話番号が変更になりました

　新型コロナワクチン接種を希望する方で予約が取れて
いない方は、下記へご相談ください。
※３回目の接種は、詳細が決まり次第お知らせします。
▶新型コロナワクチン接種の予約・キャンセル連
絡窓口（健康推進課内）

☎０４９５-２４-２００３

０４９５-２４-２００５
受付時間　午前８時30分～午後５時15分（平日のみ)
※本庄市新型コロナワクチン電話相談窓口の専用番号は
9月末日で終了しました。現在は、健康推進課（☎24-
２００３・ 24-２００５）で受け付けています。

新型コロナウイルスワクチン情報新型コロナウイルスワクチン情報

「人生会議」してみませ
んか（厚生労働省 ）

新型コロナウイルス
関連情報（市 ）
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　　　　　　　　　★環境推進課☎ 25- １１７２　
　　　　　　　　　　支所環境産業課☎ 72- １３３４

使用済小型電子機器のボックス回収もご利用ください
　市役所では、使用済小型電子機器のボックス回収を
実施しています。環境推進課（市役所４階）・支所環
境産業課（アスピアこだま２階）では、カウンター内
に回収ボックスを設置しています。電池の取り外しや
品目の確認などを行うため、開庁時間内に各課の窓口
へお越しください。
対�象　投入口（30cm × 15cm）を通る大きさの小型　　

電子機器

※投入口に入らないものは、イベント回収または宅配
便回収（リネットジャパンリサイクル㈱）をご利用く
ださい。

使用済みのパソコン眠っていませんか

　パソコンは、多くのレアメタルを含む貴重な資源で
す。機械で破砕せず部品を手で解体するなど、事業者が
適切な方法で処理をすることで、多くの資源がリサイク
ルできます。専門事業者を積極的に活用しましょう。
①宅配便回収を利用する
　国の認定事業者であり、市の連携事業者であるリネ
ットジャパンリサイクル㈱では、パソコンを含む小型
家電の宅配回収を行っています。回収品にパソコンが
含まれる場合、１箱分の回収料金が無料になります。
　詳しくは、リネットジャパンリサイクル㈱ また
は問合せ専用窓口へ
問合せ専用窓口　
☎０５７０- ０８５- ８００（午前 10 時～午後 5 時）

◆宅配便回収の利用手順

②パソコンメーカーによる回収
　PC リサイクルマークがついて
いるパソコンは、パソコンメー
カーによって新たな料金負担な
しで回収・処理できます。

回�収�場�所 日　程 時　間 問合せ先

アスピアこだま 11月７日㈰
12月５日㈰ 午前９時～11時 ハートtoハート

(佐久間さんち）
☎22-９３００ 市役所 11月21日㈰ 午前９時～午後１時

本庄南公民館
※布類回収も実施 11月13日㈯ 午前９時～11時 佐久間さんち　

☎22-９３００
就労継続支援Ｂ型事業所

「佐久間さんち｣
( 本庄高校北側）

11月19日㈮ 随時受付 ポノポノ
☎23-２１９５

集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

■令和３年８月分のごみの量
（可燃・不燃・有害・粗大）
家庭系ごみ排出量 1,846.98t　
1 人 1 日当たり排出量約 766g　
前年同月比 +27g（+3.7％）
事 業 系 ご み 排 出 量 764.59t　
1 人 1 日当たり排出量約 317g　
前年同月比 - ９g（-2.8％）

１申込 ２詰める ３回収
リネットジャパン
リサイクル㈱へ

パソコン等を箱に
詰める
※縦・横・高さの
合計が 140cm 以
内で重量が 20kg
以下の箱

宅配業者が希望日
時に自宅から回収

申込サイト

ぜひ活用してください！

PC リサイクルマーク
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　Recycle（リサイクル）とは、ごみを資源として再
利用することです。ペットボトルや飲料缶、生きびん
などを資源ごみとして出すことはもちろん、ごみを正
しく分別することもリサイクルです。
　市では、ごみ減量・資源化に取り組んでいるスーパ
ーマーケットなどを「ごみ減量・リサイクル協力店」
に認定し、市 で紹介しています。リサイクル協力

店ではペットボトルのほかに食品トレーやダンボール
を回収している店舗もあります。積極的にご利用くだ
さい。

身近な３Ｒ　Recycle（リサイクル）に取り組もう

　使用済小型電子機器に含まれるレアメタルなど、貴
重な資源を再利用するため、家庭で使用した使用済小
型電子機器の回収にご協力をお願いします。
日時　11 月 13 日㈯　午前９時～ 11 時
場所　セルディ西側駐車場

回収対象外
〇 小型家電リサイクル法の対象品目外のもの（蛍光管、

太陽光パネル等）
〇木製部分が多い家電（こたつ、木製スピーカー等）
〇家庭外（事業所等）で使用していたもの
〇 エアコン、冷凍庫・冷蔵庫、洗濯機・衣類乾燥機、

テレビ
〇パソコン本体（ 破棄方法は右頁をご覧ください）
※電子機器に含まれる個人情報は必ず消去し、電池や
バッテリーは外してください。
　小型電子機器のイベント回収につ
いて、詳しくは市 まで

ECガイド

　庭先や空き地などでごみを燃やすことは、煙
やにおい、灰の飛散などによって近隣の迷惑に
なります。また、有害なダイオキシン類が発生
し、健康に害を及ぼす可能性もあり法令で禁止
されています。農林業を営むためにやむを得な
い場合等、例外として認められるものもありま
すが、周囲の方から、煙やにおいの苦情が出た
場合は、速やかに焼却の中止をお願いします。

　生活環境をより良くす
るため、皆さん一人ひと
りの取組が大切です。
　ごみは家庭で焼却せず、
認定ごみ袋に入れて収集
場所に出すなど適正に処
理するようお願いします。

廃棄物の野外焼却（野焼き）は禁止です

◀リサイクル協力店はこの
ステッカーが目印です

市

　　★環境推進課☎ 25- １１７３
　　　支所環境産業課☎ 72- １３３４

使用済小型電子機器のイベント回収を開催

電子レンジ掃除機

主な回収品目

アイロン 電話・ファックス ラジカセ

他にも電子機器を回収しています。詳しくは市 へ



Hot Space　ほっとひと息、ホットな話題

14

祝百賀
　市内在住で大正10年生ま
れの井上スミさんがめでたく
100歳を迎えられました。
　大正・昭和・平成・令和と
４つの時代を歩んできた井上
さんにお祝いの「寿状」が贈
られました。 井上　スミ さん

（北堀）

まちかどＳｎａｐ
本庄早稲田の杜ミュージアム開館 1 周年記念講演会

専門家の視点から歴史を紐
ひも

解く

　本庄早稲田の杜ミュージアム開館 1周年記念講演
会が 10月 9日・17 日に行われました。10月９日の
講演では、「邪

や ま
馬台

たい
国
こく
-『三国志』の中の魏

ぎ し
志倭

わ
人
じん
伝
でん
」

と題し、三国時代の記録や地図から魏志倭人伝の脚色
部分や邪馬台国の場所を予想。参加者は三国時代の文
化や考え方に触れ、学びを深めていました。

講演するミュージアム名誉館長の渡邉義浩氏 (10 月 9 日 )

戦没者追悼式

追悼の誠と感謝をささげ、平和を祈る

　先の大戦において亡くなられた市内出身 1,370 余
柱の冥福を祈る戦没者追悼式が 10 月 12 日、市民文
化会館で挙行されました。
　式典では、ご遺族をはじめとする関係者による追悼
の辞や献花などが行われ、戦没者に追悼の誠と感謝を
ささげ、恒久平和への祈念を行いました。

参列者による献花が行われた

本庄古美術愛好会　主催
第 47 回本庄古美術展

日時　11 月 20 日㈯～ 23 日㈷　午前９時～
午後５時（20 日は午前 11 時開場、23 日は
午後４時終了）

会場　はにぽんプラザ２階展示スペース
内容　掛軸（古画・筆跡）、絵画、古文書、郷

土ゆかりの文人・著名人の資料ほか
申込　不要。直接会場へ
問合せ　髙野☎ 090-4720-4841

でんごん広場
皆さんの情報交換の場

本庄市出身のＪリーガー誕生
飯島陸さんが
ヴァンフォーレ甲府に
加入内定

　飯島陸さん（児玉中出身）
が2022シーズンよりヴァ
ンフォーレ甲府に加入する
ことが決まりました。さら
に、今シーズン中も JFA・
Jリーグ特別指定選手とし
て、公式試合に出場可能と
なっています。
　飯島さんは、全国高校
サッカー選手権大会でチーム優勝・得点王、Ｕ -19
日本代表、総理大臣杯全日本大学サッカートーナメン
トでチーム優勝するなど活躍してきました。
　「ポジションはフォワード（FW）で、ゴールに対
する駆け引きなどが得意なプレーです。応援してくれ
る方の期待に応えられるように頑張りたいです」と意
気込みを語ってくれました。

輝く！輝く！
ほんじょう人ほんじょう人
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国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保

険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民

税
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
納
付
額
が
申
告
で
き
ま
す
。

納
付
し
た
方
に
は
、
納
付
済
額
通

知
書
を
令
和
４
年
１
月
下
旬
に
自

宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
調
整
の
際
に
納
付

済
額
通
知
書
が
必
要
な
方
に
は
、

各
担
当
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

用
意　
本
人
確
認
書
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
等
）

※
窓
口
に
来
た
方
と
納
付
し
た
方

が
同
一
世
帯
で
な
い
場
合
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
。

※
年
金
か
ら
差
し
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
て
い
る
納
付
額
に
つ
い

て
は
、
市
か
ら
通
知
書
の
郵
送
及

び
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
金
保

険
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら

郵
送
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
（
国
民
健
康
保
険
税
）
収
納
課

☎
25
‐
１
１
８
１
、（
後
期
高

　
齢
者
医
療
保
険
料
）
保
険
課
☎

25
‐
１
２
４
５
、（
介
護
保
険

料
）
介
護
保
険
課
☎
25
‐
１
７

１
９

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
入
所
者
生
活
介
護
（
ユ

ニ
ッ
ト
型
）
の
開
設
事
業
者

を
募
集

　
市
で
は
、
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度

に
整
備
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
（

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
の
開
設
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。　

対
象
事
業

〇
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
入
所
者
生
活
介
護
（
ユ
ニ

ッ
ト
型
）　
１
事
業
所

応
募
期
間　
12
月
20
日
㈪
～
令
和

４
年
３
月
18
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
市
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
介
護
保
険
課
☎
25
‐
１
７
１
９

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社羽賀商店 埼玉県本庄市栄 3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（美里町・伊勢崎市）
（埼玉・群馬・東京）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

リユース・リサイクル品あればお値引き可！

建物解体前の残置物処分

即日対応いたします

見積
無料

本庄市長

「本庄駅北口周辺整備基本計画（案）」について

　先月からパブリックコメントを実施してきた「本庄駅北口
周辺整備基本計画（案）」。駅北口の開発や周辺市街地の道路
整備について具体的な箇所に言及した初めての計画です。
　昭和の時代まで繁栄した本庄駅北口周辺市街地（以下「駅
北口市街地」と表記）ですが、平成以降多くの商店がシャ
ッターを閉め、老朽化が著しい空き家が増え、衰退した状
態にあります。
　私自身、この状態を何とかせねばという思いを平成 17
年の旧本庄市長就任当初から抱いておりました。しかし、
当時の本庄市にとって最も大きな課題は、本庄早稲田駅周
辺の開発でした。そして合併となり、旧児玉町の児玉南土
地区画整理事業や市街地また各地区のさまざまな道路改良
事業、下水道事業等も新市の急務となりました。
　この間、駅北口市街地の道路や面整備は見た目には全く進
みませんでした。本庄早稲田や児玉を優先したから、だけで
はありません。実は市街地の規模が格段に大きく、境界を定
める地籍調査が未実施の箇所が多いことなど、一朝一夕では
解決しない問題が山積していた（いる）からなのです。

　行政も無策だったのではありません。段取りを踏んで、
地籍調査や空き家対策も本腰を入れ始めました。一方、は
にぽんプラザの新築や本庄レンガ倉庫の改修、蔵の活用な
ど、いわば「点」でのまちづくりも進み、市民の力による
まちなか活性化の事業も増えました。先行した本庄早稲田
の杜や児玉南の整備は人口の社会増・維持という結果を生
み出しています。いよいよ手つかずだった駅北口市街地の
再生に向けたまちづくりの下地ができたと言えます。
　今回の計画は費用対効果を考えつつ、必要な箇所の道路
整備や駅北口の開発を行い、管理されていない空き家を整
理しつつ土地の活用をはかり、一方、古くても良き建築物
はリニューアルし活

い
かす、行政と市民の力による息の長い

取り組みです。若い世代の呼び込み、歩いて暮らせる回遊
性のあるまちづくりにも挑戦します。将来的に多くの人が
暮らし、さまざまな魅力的なお店・場所ができ、歴史を活
かしたスポットに光が当たるよう、魂を込めて取り組んで
まいります。
　課題満載の駅北口市街地を持続可能なまちに甦らせるた
め、皆さまのご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５
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都
市
計
画
公
園
（
本
庄
総
合

公
園
）
の
変
更
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す

　
本
庄
都
市
計
画
の
変
更
案
を
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
市
内
在

住
者
及
び
利
害
関
係
者
は
意
見
を

提
出
で
き
ま
す
。

変
更
す
る
都
市
計
画	

・
本
庄
都
市
計
画
公
園
の
区
域
変

更
（
本
庄
総
合
公
園
）

縦
覧
期
間　
11
月
22
日
㈪
～
12
月

７
日
㈫（
土・日・休
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課
（
市
役

所
２
階
）、
支
所
環
境
産
業
課

（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
２
階
）、
市

意
見
の
提
出　
縦
覧
場
所
ま
た
は

市
で
配
付
す
る
意
見
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
12
月

７
日
㈫
午
後
5
時
15
分
（
必

着
）
ま
で
に
左
記
へ
持
参
、
郵

送
、
ま
た
は
で
提
出

提
出
先　
〒
３
６
７
‐
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
‐
５
‐
３

　
本
庄
市
役
所
都
市
計
画
課

　
24
‐
０
２
４
２

　

tosikei@
city.honjo.lg.jp

★
都
市
計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
７

介
護
保
険
用
封
筒
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
有
料

広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
市
が
使
用
す
る
介
護
保

険
用
封
筒
に
掲
載
す
る
有
料
広
告

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
11
月
30
日
㈫
ま
で
（

必
着
）

封
筒
の
概
要　
洋
形
４
号
介
護
保

険
用
封
筒
（
主
に
認
定
結
果
通

知
や
支
給
決
定
通
知
に
使
用
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
封
筒
裏
面

②
募
集
枠
数　
４
枠

③
枠
の
大
き
さ　

お
お
む
ね
縦

30
㎜
×
横
85
㎜

④
刷
色　
単
色
（
黒
）

⑤
印
刷
枚
数　
３
万
枚

⑥
広
告
料　
１
枠
あ
た
り
３
万
円

⑦
掲
載
期
間　
印
刷
後
、
介
護
保

険
課
が
使
用
を
終
え
る
ま
で
の

期
間
（
令
和
４
年
２
月
頃
か
ら

約
１
年
間
）

申
込　
次
の
書
類
を
郵
送
ま
た
は

直
接
提
出
先
へ

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
介
護

保
険
課
ま
た
は
市
で
配
付
）

②
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

③
申
込
者
の
事
業
内
容
等
が
わ

か
る
書
類（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
証

明
書（
申
込
者
が
市
外
の
場
合
）

提
出
先　
〒
３
６
７
‐
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
‐
５
‐
３

　
本
庄
市
役
所
介
護
保
険
課

注
意
事
項
　
内
容
に
よ
っ
て
は
掲

載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
本
庄
市
有
料
広
告
事

業
取
扱
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

★
介
護
保
険
課
☎
25
‐
１
７
１
９

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、夫・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
取
り

組
む
た
め
、
通
常
の
受
付
時
間
を

延
長
し
、
専
用
電
話
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間　
11
月
12
日
㈮
～
18
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
は
、

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

電
話
番
号

　
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
０
４
８
‐
８
５
９
‐

３
５
０
７

障
害
者
用
駐
車
場
は
必
要
な

方
の
た
め
に
空
け
ま
し
ょ
う

　
障
害
者
用
駐
車
場
は
、
車
椅
子

使
用
者
、
体
の
不
自
由
な
高
齢

者
、
障
害
者
な
ど
、
車
の
乗
り
降

り
や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方
の

た
め
の
幅
の
広
い
駐
車
区
画
の
こ

と
で
す
。

　
障
害
者
用
駐
車
場
を
必
要
と
し

て
い
る
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
１
日
～
12
月
９
日
は
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
調
期
間

　
商
業
施
設
等
に
お
け
る
啓
発
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
、
店
内
放
送
で

の
呼
び
掛
け
等
の
取
組
を
実
施
し

ま
す
。

★
埼
玉
県
福
祉
政
策
課
☎
０
４
８

‐
８
３
０
‐
３
３
９
１
、

０
４
８
‐
８
３
０
‐
４
８
０
１

脇島正法律事務所
埼玉弁護士会所属 弁護士 脇島 正

予約制 受付時間：平日 ～

〒 本庄市早稲田の杜
からも予約できます

収入のない方も安心してご相談ください
法テラス制度を利用することで負担なく弁護士に依頼できます

夜間・土日
応相談

初回相談料無料

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５
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全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

防
火
標
語
（
２
０
２
１
年
度
全
国

統
一
防
火
標
語
）

　
『
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検

　
火
の
始
末
』

期
間
　
11
月
9
日
㈫
～
15
日
㈪

【
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

10

の
ポ
イ
ン
ト
】

《
４
つ
の
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

《
６
つ
の
対
策
》

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率

　　
本
庄
市
・
児
玉
郡
内
の
設
置
率

は
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
、
条
例
適
合

率
は
ワ
ー
ス
ト
４
で
す
。

　
設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
、
寝

室
・
階
段
（
2
階
に
寝
室
が
あ
る

場
合
）
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
24
‐
８
３
９
２

11
月
は
労
働
保
険
未
手
続
事

業
一
掃
強
化
期
間
で
す

　
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業
種
・
規

模
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の
適
用
事

業
と
な
り
、
事
業
主
は
加
入
手
続

を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、11
月
を「
労

働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期

間
」
と
し
、
事
業
主
へ
制
度
の
概

要
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

主
的
な
手
続
を
促
し
、
加
入
手
続

を
取
ら
な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、

職
権
に
よ
る
成
立
手
続
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
労
働
保

険
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

★
厚
生
労
働
省
労
働
保
険
徴
収
課

		
☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
１
１	

１
１

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉☆ あきらめていませんか！！

障害年金を

倉倉田田和和子子

病気やけがのために日常生活や仕事に

障害者手帳をお持ちの方、ぜひ一度

ご相談ください。 （初回相談 無料）

障害年金の専門家 社会保険労務士
連絡先 本庄市西五十子
ＴＥＬ ０８０－１２４２－７６９６

支障があり 歳未満に初診日がある方、

全国 埼玉県 本庄市
・児玉郡

設置率
(１つでも設置
されている率）

83.1％ 79.7％ 64.0％

条件適合率
(条例で定め
られた場所に
すべて設置さ
れている率）

68.0％ 69.0％ 54.0％

　㈱ミライロが提供する無料アプリ「ミライロＩＤ」に、
障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保
健福祉手帳）の情報を登録し、登録後の画面を下記の対
象機関で提示すると、11月1日㈪から障害者割引が受け
られるようになります。
●対象機関
　公共交通「はにぽん号」・「もといずみ号」、「はにぽ
んシャトル」
※市内路線バスでも利用できます。お問い合わせは、各
事業者へ。

　登録方法はミライロＩＤ をご覧くだ
さい。ミライロＩＤがなくても障害者手
帳の原本を提示することで、これまでと
変わらず障害者割引が受けられます。

ミライロＩＤで障害者割引が
受けられます

ミライロＩＤ

★都市計画課☎25-１１３６



くらしの情報 Station

18

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

本
庄
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〇
年
末
調
整
説
明
会･

青
色
（
白

色
）
決
算
説
明
会
の
中
止
に
つ

い
て

　

令
和
３
年
以
降
の
年
末
調
整
説

明
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
青
色
（
白
色
）

決
算
説
明
会
を
中
止
し
ま
す
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
申
告
及
び
年
末
調
整
に
関
す

る
用
紙
を
取
得
で
き
ま
す
。
ま

た
、YouT

ube

の
国
税
庁
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
記
帳
の
仕
方

及
び
年
末
調
整
等
に
関
す
る
動
画

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
本
庄
税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
22
‐
２
１
１
４
、
法
人
課
税

部
門
☎
22
‐
２
１
１
２

〇
非
常
勤
職
員
を
募
集

勤
務
期
間　
令
和
４
年
１
月
17
日

㈪
～
３
月
31
日
㈭
の
う
ち
１
～

３
か
月
程
度

勤
務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
の
う
ち
４
時
間
～
６
時
間

職
務
内
容　
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
受

付
案
内
、
書
類
整
理
な
ど

※
面
接
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
を
確
認
し
ま
す
。

時
給　
９
６
０
円

定
員　
20
名
程
度

申
込　
電
話
で
左
記
へ

★
本
庄
税
務
署
総
務
課
☎
22
‐
２

　
１
１
１
（
音
声
案
内
２
）

〇
11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考

え
る
週
間

　
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行

政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま

で
を
税
を
考
え
る
週
間
と
し
て
い

ま
す
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
国
税
庁
の
取
組
や
税
に
関
す

る
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
税
の
役
割
や
仕
組
み

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
本
庄
税
務
署
総
務
課

☎
22
‐
２
１
１
１

令
和
４
年
度
本
庄
児
玉
看
護

専
門
学
校
入
学
試
験

試
験
日　
12
月
５
日
㈰

試
験
科
目　
現
代
文
・
選
択
科
目

（
数
学
Ⅰ
、
生
物
基
礎
、
英
語

Ⅰ
か
ら
１
科
目
選
択
）
・
小
論

文
・
面
接

受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
者

（
令
和
４
年
３
月
卒
業
見
込
を

含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
方

出
願
期
間　
11
月
18
日
㈭
～
26
日

㈮
（
必
着
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
、

二
次
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

★
本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校

☎
35
‐
２
０
７
７

令
和
４
年
度
本
庄
准
看
護
学

校
入
学
試
験

試
験
日　
12
月
12
日
㈰

試
験
科
目　
国
語
・
作
文
・
面
接

※
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
制
度

指
定
講
座
（
要
件
適
用
の
場
合
、

授
業
料
の
一
定
割
合
を
支
給
）
。

受
験
資
格　
中
学
校
卒
業
以
上
の

方
（
病
院
等
で
勤
務
し
て
い
な

い
方
も
可
）

出
願
期
間　
12
月
６
日
㈪
～
10
日

㈮
※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
、

二
次
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

★
本
庄
准
看
護
学
校

☎
23
‐
１
０
４
１

自
衛
官
募
集
案
内

◎
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　
12
月
23
日
㈭
ま
で

受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
方
（
採
用
予
定
月
１
日
現
在
）

試
験
期
日

〇
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験　

令
和
４
年
１

月
８
日
㈯
～
10
日
㈷
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

〇
口
述
試
験
・
身
体
検
査　

令

和
４
年
１
月
14
日
㈮
～
15
日
㈯

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

入
隊
時
期　
令
和
４
年
３
月
下
旬

予
定

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

熊
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
‐

５
２
２
‐
４
８
５
５

２
０
２
１
年
は
埼
玉
県
誕
生

１
５
０
周
年

　	

11
月
14
日
㈰
に
、
埼
玉
県
は

１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
特
設

サ
イ
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

★
埼
玉
県
県
民
広
聴
課

　
☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
１
９
２

▶
特
設
サ
イ
ト

国税庁

本庄准看
護学校
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催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

10
月
～
11
月
は
麻
薬
・
覚
醒

剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
の

実
施
期
間
で
す

　
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
・
危
険

ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、

健
康
を
害
す
る
大
変
危
険
な
も
の

で
、
自
分
の
人
生
だ
け
で
な
く
、

家
族
な
ど
周
り
の
人
た
ち
の
人
生

ま
で
も
狂
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
特
に
大
麻
は
、
「
体
に
害
が
な

い
」
な
ど
の
誤
っ
た
情
報
で
若
者

を
中
心
に
乱
用
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
薬
物
の
誘
い
は
、
き
っ
ぱ
り
は

っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
薬

物
乱
用
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。
薬

物
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★
本
庄
保
健
所
☎
22
‐
６
４
８
１

本
庄
の
山
車
模
型
展
示
‼

　
１
／
５
、
１
／
10
、
１
／
15
ス

ケ
ー
ル
の
本
庄
地
域
の
山
車
模
型

を
展
示
し
て
い
ま
す
（
提
供　
信

元
工
房
）
。

期
間　
11
月
14
日
㈰
ま
で

会
場　
本
庄
レ
ン
ガ
倉
庫

費
用　
無
料

★
本
庄
レ
ン
ガ
倉
庫

☎
71
‐
６
６
８
５

ふ
れ
あ
い
芸
能
ま
つ
り

　
県
民
の
日
協
賛
行
事
と
し
て
、

市
内
及
び
児
玉
郡
の
芸
能
団
体
に

よ
る
発
表
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
21
日
㈰　
午
前
11
時
～

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館

★
ふ
れ
あ
い
芸
能
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
本
庄
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
内
）
☎
21
‐
７
６
８
８

『
頑
張
れ　
本
庄　
希
望
の
明

日
へ
‼
』
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
IN
本
庄
レ
ン
ガ
倉
庫

日
時　
11
月
23
日
㈷　
午
後
２
時

～
４
時
（
開
場　
午
後
１
時
30

分
）

会
場　
本
庄
レ
ン
ガ
倉
庫

対
象　
ど
な
た
で
も

出
演　
青
春
バ
ン
ド
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｅ
Ａ

定
員　
70
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

※
当
日
の
募
金
は
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
附
し
ま
す
。

申
込　
事
前
に
整
理
券
を
発
行
し

ま
す
。
直
接
左
記
へ

★
本
庄
レ
ン
ガ
倉
庫

☎
71
‐
６
６
８
５

消
費
者
被
害
防
止
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座

　
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
な
ど
の

消
費
者
被
害
を
な
く
す
た
め
、
埼

玉
消
費
者
被
害
を
な
く
す
会
と
共

催
で
消
費
者
被
害
防
止
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　
最
新
の
被
害
事
例
や
対
処
方
法

な
ど
を
学
び
、
ご
自
身
や
身
近
な

方
の
消
費
者
被
害
防
止
に
役
立
て

ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
26
日
㈮　
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分

会
場　
市
役
所
２
階
職
員
厚
生
室

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
電
話
で
左
記
へ　

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
５

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

斬新な視点で東日本の古墳時代研究
をリードしてきた講師から、近年

の調査研究の成果を踏まえた新たな古
墳時代像を語っていただきます。

▶日時　12月４日㈯・11日㈯・18日㈯
全３回　午後１時30分～３時

▶会場　本庄早稲田の杜ミュージアム
▶講師　坂本　和俊　氏（大東文化大

学オープンカレッジ講師）
▶対象　どなたでも　
▶定員　30名（先着順）
▶費用　無料
▶申込　11月10日㈬午前９時から電

話または直接下記へ
★本庄早稲田の杜ミュージアム

☎71‐６８７８

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、施設利用や催し等へ参加の際は、マスクの着用、消毒、検温等にご協力をお願いし
ます。また、掲載している催し等が中止・変更になる場合があります（市ホームページ、問い合わせ先へご確認ください）。

本
庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展
公
開
講
座

古
墳
の
意
味
を
見
直
す

古
墳
の
意
味
を
見
直
す
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20

介
護
者
教
室

〇
お
薬
手
帳
の
上
手
な
使
い
方
、

薬
の
飲
み
方
～
な
ぜ
、
か
か
り

つ
け
薬
局
が
必
要
な
の
か
～

日
時　
11
月
30
日
㈫　
午
後
２
時

～
３
時

会
場　
セ
ル
デ
ィ
大
会
議
室

講
師　
小
島　
智
史　
氏
（
ウ
エ

ル
シ
ア
㈱
薬
剤
師
）

対
象　
市
内
在
住
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
方
、
在
宅
介
護
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
方

内
容　
薬
の
飲
み
合
わ
せ
、
薬
の

正
し
い
飲
み
方
、
か
か
り
つ
け

薬
剤
師
、
個
別
相
談
会

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
お
薬
手
帳
（
個
別
相
談
希

望
者
の
み
）

申
込　
11
月
８
日
㈪
か
ら
26
日
㈮

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記

へ
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

★
児
玉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
73
‐
１
５
４
５

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ

ん
か
。
介
護
者
の
交
流
会
及
び
介

護
の
悩
み
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　
①
12
月
９
日
㈭
、
②
令
和

４
年
１
月
28
日
㈮　
午
前
10
時

30
分
～
正
午

会
場　
①
茶
話
友
（
柏
１
‐
１
‐

５
）
、
②
個
人
宅
（
本
庄
２
丁

目
地
内
）

講
師　
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
本
庄

対
象　
高
齢
者
（
お
お
む
ね
60
歳

以
上
）
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
方

内
容　
①
ア
ロ
マ
重
曹
作
り
（
除

菌
・
消
臭
）
、
②
ピ
ザ
作
り
、

介
護
の
悩
み
相
談
（
①
②
共

通
）

※
ピ
ザ
は
持
ち
帰
り
で
す
。

定
員　
各
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
①
な
し
、
②
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

申
込　
11
月
９
日
㈫
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ

★
(福)
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
24
‐
２
７
５
５

令
和
３
年
度
救
命
講
習
会

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
）

　
11
月
20
日
㈯
、
令
和
４
年
１
月

14
日
㈮　
午
前
９
時
～

②
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
４
時
間
）

　
11
月
20
日
㈯
、
令
和
４
年
１
月

14
日
㈮　
午
後
１
時
15
分
～

③
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
〔
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
〕
（
２
時
間
）

　
12
月
18
日
㈯
、
令
和
４
年
２
月

19
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～
、

午
後
１
時
～

④
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
乳
児
・
小

児
）
〔
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
〕
（

２
時
間
）

　
12
月
18
日
㈯
、
令
和
４
年
２
月

19
日
㈯　
午
後
３
時
15
分
～

※
③
④
の
講
習
は
事
前
に
ｅ
‐
ラ

ー
ニ
ン
グ
で
受
講
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
消
防
本
部

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《共
通
》

会
場　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
ま
た
は
児
玉
郡
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
中
学

生
以
上
の
方

定
員　
各
10
名
（
先
着
順
）

申
込　
各
日
程
の
１
週
間
前
ま
で

に
申
請
書
を
左
記
へ

※
申
請
書
は
左
記
ま
た
は
消
防
本

部
で
配
付
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
警

防
課
☎
24
‐
８
３
９
１
（
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）

健
康
づ
く
り
講
座
「
生
活
な

が
ら
運
動
」

　
日
常
生
活
に
気
軽
に
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
運
動
を
紹
介
し

ま
す
。
運
動
が
苦
手
な
方
、
運
動

習
慣
を
な
か
な
か
変
え
ら
れ
な
い

方
に
お
す
す
め
で
す
。

日
時　
12
月
17
日
㈮　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

会
場　
カ
ミ
ケ
ン
シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　
健
康
運
動
指
導
士
（
県
民

健
康
福
祉
村
）

対
象　
40
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

内
容　
生
活
の
合
間
に
行
い
や
す

い
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト

レ
の
紹
介

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込　
11
月
18
日
㈭
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ

★
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
24
‐
２
０
０
３

横断歩道は歩行者優先
KEEP38 プロジェクト始動

交通安全
ニュース

　埼玉県警では、横断歩行者の交通事故を防止するため、　埼玉県警では、横断歩行者の交通事故を防止するため、
「道路交通法第38条　横断歩道等における歩行者等の優「道路交通法第38条　横断歩道等における歩行者等の優
先」にちなんだKEEP38プロジェクトを推進しています。先」にちなんだKEEP38プロジェクトを推進しています。
　道路交通法を守り、交通事故を防止しましょう。　道路交通法を守り、交通事故を防止しましょう。

ドライバーの皆さんへドライバーの皆さんへ

横断歩道のルールを再確認しましょう横断歩道のルールを再確認しましょう
①横断歩道に近づいたときは、停止できる速度に減速①横断歩道に近づいたときは、停止できる速度に減速
②横断歩行者がいるときは、必ず一時停止②横断歩行者がいるときは、必ず一時停止
③横断歩道手前の追い抜き・追い越し禁止③横断歩道手前の追い抜き・追い越し禁止
④停止車両の手前前方に出るときは、④停止車両の手前前方に出るときは、

必ず一時停止必ず一時停止

★危機管理課☎25-１１８４★危機管理課☎25-１１８４
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男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
「

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

怒
り
と
上
手
に
つ
き
あ
う
コ

ツ
～
」

　
誰
で
も
思
わ
ず
「
カ
ッ
」
と
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
る
も
の
で

す
。
そ
の
気
持
ち
と
上
手
に
向
き

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
11
日
㈯　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

会
場　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

講
師　
藤
井　
友
和　
氏
（
（
一

社
）
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
協
会
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
11
月
８
日
㈪
か
ら
30
日
㈫

ま
で
に
電
話
、
郵
送
（
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
）
、

ま
た
は
直
接
左
記
へ

★
市
民
活
動
推
進
課
☎
25
‐
１
１

　

１
８
・

katudou@
city.

honjo.lg.jp

オ
ー
タ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク

２
０
２
１
連
携
企
画
「
秋
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

　
本
庄
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
No.

３（
約
３
km
）の
本
庄
総
合
公
園
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日
㈰　
集
合　
午

前
８
時
30
分
～

※
小
雨
決
行
、
正
午
解
散
予
定
。

集
合
場
所　
カ
ミ
ケ
ン
シ
ル
ク
ド

ー
ム

講
師　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
（
小
学
生
は
４
年
生
以
上
で

保
護
者
同
伴
）

内
容　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
及
び
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
、
ス
ロ
ー
ピ

ン
グ
等

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
飲
み
物

申
込　
11
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ

★
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25
‐
１
１
５
２

 老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎ 22- ３６９６
11 月１日㈪・８日㈪・15 日㈪・22 日㈪・29 日㈪・
12 月６日㈪
 余熱利用施設湯かっこの休館日　☎ 22- ８１２６
11 月１日㈪・８日㈪・15 日㈪・22 日㈪・29 日㈪・
12 月６日㈪

 ボートレース戸田開催日程
11月３日㈷～７日㈰・10日㈬～14日㈰・17日㈬～22
日㈪・27日㈯～30日㈫・12月３日㈮～７日㈫
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：11月30日㈫〕－
・国民健康保険税　５期　・下水道負担金　３期
・介護保険料　５期　・後期高齢者医療保険料　５期

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　11月５日㈮・12月６日㈪　午後５時15分～７時
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０
　　　支所市民福祉課市民税務係
　　　（アスピアこだま１階）☎ 72-１３３３
日時　11月28日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て
午
前

８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
の
際
は
、
事
前
の
検
温
、

マ
ス
ク
、
飲
み
物
の
用
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

本
庄
東
公
民
館
☎
22
‐
３
４
０
４

◆ 

実
用
的
な
筆
ペ
ン
教
室

　
筆
ペ
ン
の
使
い
方
、
手
紙
の
書

き
方
を
学
び
な
が
ら
、
ご
祝
儀
袋

や
年
賀
状
を
書
き
上
げ
ま
す
。
初

心
者
歓
迎
で
す
。

日 

時　
11
月
12
日
か
ら
12
月
３
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　
全
４
回　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
岩
上　
郁
子　
先
生

定
員　
６
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円
（
教
材
費
）

※
教
材
と
道
具
は
講
師
が
用
意
し

ま
す
。

申 

込　

11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
ま
た

は
直
接
公
民
館
へ(

木
・
土
・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可)

◆
ホ
ワ
イ
ト
系
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
教
室

　
ご
自
身
で
ア
レ
ン
ジ
し
、
お
正

月
に
も
飾
り
た
く
な
る
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日 

時　
12
月
９
日
㈭　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

講
師　
眞
田　
明
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
５
０
０
円

用 

意　
ワ
イ
ヤ
ー
の
切
れ
る
は
さ

み
申 

込　
11
月
12
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

公
民
館

公
民
館
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本
庄
公
民
館
☎
24
‐
７
３
８
３

◆
古
文
書
に
親
し
む
～
旅
日
記
を

読
む
～

　
塙
保
己
一
晩
年
の
旅
日
記
や
古

文
書
を
読
み
、
没
後
二
百
年
の
郷

土
の
偉
人
に
思
い
を
馳
せ
る
。

日�

時　
11
月
25
日
㈭
・
12
月
２
日

㈭
・
９
日
㈭　
全
３
回　
午
後

１
時
30
分
～
３
時

講
師　
新
井　
弘
之　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申�

込　
11
月
11
日
㈭
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ワ
ー
ド
講
習
会

　
ワ
ー
ド
で
写
真
や
絵
を
挿
入
す

る
操
作
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

①�

オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
作
り

②�

す
て
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

作
り

日
時

①�

11
月
22
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回　
午

前
９
時
～
正
午

②�

令
和
４
年
１
月
17
日
か
ら
２
月

７
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全

４
回　
午
前
９
時
～
正
午

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。
完

成
品
は
別
で
す
が
、
講
習
で
学
ぶ

内
容
は
同
じ
で
す
。

会�

場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階
Ｉ

Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
各
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用�

意　
パ
ソ
コ
ン
（
貸
出
可
）
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
筆
記
用
具

申�

込　
11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
エ
ク
セ
ル
講
習
会

　
エ
ク
セ
ル
で
関
数
の
使
い
方
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

①�

す
て
き
な
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

②�

日
付
入
り
の
手
帳
作
り

日
時　

①�

11
月
22
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回　
午

後
１
時
～
４
時

②�

令
和
４
年
１
月
17
日
か
ら
２
月

７
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全

４
回　
午
後
１
時
～
４
時

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。
完

成
品
は
別
で
す
が
、
講
習
で
学
ぶ

内
容
は
同
じ
で
す
。

会�

場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階
Ｉ

Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
各
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用�

意　
パ
ソ
コ
ン
（
貸
出
可
）
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
筆
記
用
具

申�

込　
11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

藤
田
公
民
館
☎
22
‐
２
３
３
２

◆
小
学
生
お
風
呂
講
座

　
お
風
呂
や
温
泉
が
好
き
な
子
、

集
ま
れ
！
た
め
に
な
る
お
風
呂
の

豆
知
識
や
お
風
呂
が
も
っ
と
楽
し

く
な
る
内
容
を
お
風
呂
博
士
が
教

え
ま
す
。

日�

時　
12
月
11
日
㈯　
①
午
前
10

時
～
11
時
30
分
、
②
午
後
１
時

30
分
～
３
時

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講�

師　
鈴
木　
知
明　
先
生
（
温

泉
利
用
指
導
者
・
温
泉
入
浴
指

導
員
）

対
象　
小
学
生

※
保
護
者
同
伴
可
。

定
員　
各
６
名
（
先
着
順
）

費
用　
一
家
族
に
つ
き
３
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

用
意　
筆
記
用
具

申�

込　
11
月
９
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金･

土･

日
・
休
日
は
連

絡
不
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
21
‐
８
７
８
６

◆
自じ

き
ょ
う彊
術
体
験
教
室

　
高
齢
の
方
に
も
簡
単
に
で
き
、

頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
つ
ま
先
ま
で

刺
激
さ
れ
る
日
本
古
来
の
健
康
体

操
で
す
。

日�

時　

11
月
22
日
㈪
・
29
日
㈪　

全
２
回　
午
前
10
時
～
11
時
30

分
講�

師　
堀
口　
緑　
先
生
（
（
公

社
）
自
彊
術
普
及
会
・
東
松
山

支
部
指
導
者
）

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�
意　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ

ル
）
、
５
本
指
靴
下

申�

込　
11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
笑
顔
に
な
れ
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
作
り
教
室

　
は
さ
み
で
切
っ
て
貼
る
簡
単
な

作
業
で
、
木
箱
の
中
に
メ
ガ
ネ
を

か
け
た
可
愛
い
サ
ン
タ
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日�

時　
12
月
17
日
㈮　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
中
野　
幸
恵　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用�

意　
は
さ
み
、
汚
れ
て
も
よ
い

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申�

込　
11
月
12
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）
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本
庄
南
公
民
館
☎
21�

‐
８
７
８
５

◆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
バ
ラ
の

実
で
す
て
き
な
リ
ー
ス
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日�

時　
①
11
月
25
日
㈭
、
②
11
月

26
日
㈮　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
田
口　
範
子　
先
生

定
員　
各
６
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
５
０
０
円

用
意　
は
さ
み

申�

込　
11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

北
泉
公
民
館
☎
22
‐
２
４
８
４

◆
初
心
者
園
芸
教
室
Ⅱ

　
冬
花
壇
の
管
理
や
小
さ
く
て
も

楽
し
め
る
す
て
き
な
春
花
壇
の
準

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

日�

時　
11
月
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・�

29
日
㈪　
全
３
回　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
山
本　
清
美　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用�

意　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
軍

手
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申�

込　
11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
着
物
着
付
け
教
室

　
着
付
け
の
基
本
や
帯
の
締
め
方

な
ど
、
美
し
く
着
こ
な
せ
る
よ
う

学
び
ま
す
。

日�

時　
11
月
24
日
㈬
・
12
月
１
日

㈬
・
８
日
㈬　
全
３
回　
午
後

１
時
30
分
～
３
時

講
師　
井
上　
の
り
子　
先
生

定
員　
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料　

用�

意　
着
物
、
帯
、
長な
が
じ
ゅ
ば
ん

襦
袢
、
肌

襦
袢
、
す
そ
よ
け
、
伊
達
締
め

２
本
、
紐ひ
も
５
本
、
コ
ー
リ
ン
ベ

ル
ト
、
衿え
り
し
ん芯
、
タ
オ
ル
３
本
、

裁
縫
道
具

申�

込　
11
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

旭
公
民
館
☎
22
‐
５
９
４
０

◆
ふ
る
さ
と
再
発
見
「
晩
秋
の
御

陣
場
川
を
歩
く
」

　
旭
公
民
館
の
北
を
流
れ
る
御
陣

場
川
。
こ
の
川
沿
い
を
歩
き
な
が

ら
、
自
然
や
地
域
の
歴
史
、
そ
し

て
川
の
果
た
し
て
き
た
役
割
な
ど

を
学
び
ま
す
。
美
し
い
旭
の
魅
力

を
堪
能
し
ま
す
。

日�

時　
11
月
21
日
㈰　
午
前
９
時

～
正
午

※
雨
天
の
場
合
、
11
月
28
日
㈰
に

延
期
。
当
日
午
前
８
時
に
催
行
の

判
断
を
し
ま
す
。

講
師　
塩
原　
浩
行　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
、
帽
子
、
雨
具

申�

込　

11
月
11
日
㈭
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）で
公
民

館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
児
玉
地
方
の
地
名
と
よ
も
や
ま

話
　
児
玉
地
方
の
地
名
の
由
来
に
関

わ
る
歴
史
や
地
理
の
話
、
ま
た
そ

の
周
辺
の
よ
も
や
ま
話
な
ど
を
気

楽
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日�

時　

12
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯　

全
２
回　
①
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
②
午
後
１
時
30
分
～
３

時
※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
塩
原　
浩
行　
先
生

定
員　
各
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込　

11
月
15
日
㈪
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）で
公
民

館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

仁
手
公
民
館
☎
22
‐
３
５
３
８

◆
正
月
寄
せ
植
え
教
室

　
松
・
竹
・
梅
な
ど
の
入
っ
た
豪

華
な
寄
せ
植
え
盆
栽
を
作
り
ま

す
。

日�

時　
12
月
９
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
岩
崎　
栄
司　
先
生

定
員　
12
名�

（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
０
円
（
材
料
費
）

※
鉢
を
持
参
の
方
は
２
５
０
０
円

用�

意　
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
汚
れ
て

も
よ
い
服
装
、
持
ち
帰
り
用
袋

申�

込　
11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　
　
☎
72
‐
８
８
５
１

◆
椅
子
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室　

～
血
流
の
促
進
と
免
疫
力
の
ア
ッ

プ
を
図
ろ
う
～

　
椅
子
を
使
っ
た
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ

ッ
チ
を
行
い
、
血
流
の
促
進
と
免

疫
力
の
向
上
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

日�

時　
11
月
19
日
か
ら
12
月
10
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　
全
４
回

午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
今
井　
み
ど
り　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
（
ス
ト

レ
ッ
チ
用
）
、
動
き
や
す
い
服
装

申�

込　
11
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
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児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

１
階
）
☎
72�

‐
４
７
８
９

◆
児
玉
の
旬
野
菜
収
穫
体
験

　
青
空
の
下
、
気
持
ち
い
い
冬
の

畑
で
野
菜
を
収
穫
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ど
ん
な
野
菜
を
収
穫
す
る
か

は
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

日�

時　
12
月
５
日
㈰　
午
前
10
時

～
正
午
（
集
合　
午
前
９
時
45�

分
）

集�

合
場
所　
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
駐

車
場

講�

師　
牧
野　
涼
子　
先
生
（
本

庄
農
業
女
子
）

定�

員　
５
組
（
車
５
台
・
先
着
順
）

※
大
人
１
名
の
参
加
や
ご
家
族
、
友

だ
ち
同
士
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

費�

用　
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど

も
５
０
０
円

用�

意　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
、
包
丁
、
手
袋
（
防
水
の
も

の
）
、
野
菜
を
入
れ
る
袋

申�

込　
11
月
16
日
㈫
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
楽
し
み
方

　
ク
リ
ス
マ
ス
と
言
え
ば
ポ
イ
ン

セ
チ
ア
で
す
が
、
そ
の
意
外
な
ル

ー
ツ
や
長
く
楽
し
む
コ
ツ
を
生
産

者
に
直
接
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
12
月
７
日
㈫　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講�

師　
大
谷　
美
紗　
先
生
（
本

庄
農
業
女
子
）

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

用�
意　
エ
プ
ロ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
を
入
れ
る
袋

申�

込　
11
月
17
日
㈬
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

共
和
公
民
館
☎
72�

‐
０
３
３
７

◆
暮
ら
し
に
役
立
つ
便
利
な
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
講
座

　
荷
造
り
な
ど
の
日
常
生
活
や
い

ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
ひ
も
や
ロ

ー
プ
・
布
な
ど
の
結
び
方
の
実
技

講
座
で
す
。

日�

時　
11
月
25
日
㈭　
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

講
師　
小
野
沢　
淳
二　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
円

用�

意　
大
き
め
の
三
角
巾
ま
た
は

風
呂
敷
１
枚
、
軍
手

申�

込　
11
月
11
日
㈭
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
型
の
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
教
室

　
ツ
リ
ー
型
の
ガ
ラ
ス
瓶
に
ヒ
ム

ロ
ス
ギ
や
木
の
実
等
、
お
好
み
の

ク
リ
ス
マ
ス
花
材
を
入
れ
て
素
敵

な
イ
ン
テ
リ
ア
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
喜
ば
れ
ま

す
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日�

時　
12
月
５
日
㈰　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講
師　
山
梨　
き
く
江　
先
生

定
員　
６
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
５
０
０
円

用�

意　
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
は
さ
み
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申�

込　
11
月
12
日
㈮
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
絵
手
紙
で
送
る
年
賀
状
教
室

　
絵
手
紙
３
つ
の
心
得
「
①
へ
た

で
い
い
、
へ
た
が
い
い
②
ぶ
っ
つ

け
本
番
③
下
書
き
な
し
」
。

　
あ
な
た
の
想
い
を
届
け
る
年
賀

状
を
ど
な
た
で
も
描
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

日�

時　
12
月
６
日
㈪　
午
前
10
時

～
正
午

講
師　
数
井　
美
恵
子　
先
生

定
員　
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
円

用
意　
な
し　

申�

込　
11
月
22
日
㈪
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）　

◆
正
月
向
き
縁
起
物
寄
せ
植
え
教

室
　
お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
植
材
に

よ
る
寄
せ
植
え
盆
栽
が
誰
で
も
手

軽
に
完
成
で
き
る
講
座
で
す
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日�
時　
12
月
９
日
㈭　
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

講
師　
立
花　
勲　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
２
０
０
円

用�

意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
ゴ
ム
手
袋
（
軍
手
）

申�

込　
11
月
26
日
㈮
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
お
正
月
壁
掛
け
ア
レ
ン
ジ
教
室

　
「
迎
春
」
の
文
字
が
彫
ら
れ
た

木
製
の
プ
レ
ー
ト
に
ア
ー
テ
ィ
フ

ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
飾
り
付
け

ま
す
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日�

時　
12
月
12
日
㈰　
午
後
１
時

30
分
～
３
時　

講
師　
山
梨　
き
く
江　
先
生

定
員　
６
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
８
０
０
円

用�

意　
ワ
イ
ヤ
ー
の
切
れ
る
は
さ

み
、
グ
ル
ー
ガ
ン
（
お
持
ち
の

方
）

申�

込　
11
月
15
日
㈪
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）
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★今月の児童図書
うんちしたあとどうなるの？　 
　　　　　　　アリソン ･ブラック　え
つみき　  　　　 　　　平田　利之　え
神様のパッチワーク　　山本　悦子　作
世界を舞台に輝く 100 人の女の子の物語
　　　　　　エレナ・ファヴィッリ　文
くしゃみおじさん　オルガ･カブラル　作

★今月の児童図書
マグカップでまぜるだけふわふわケーキ
　　　　　　　　　　宮沢　うらら　著
カイとティム影の国のぼうけん
　　　　　　　　　　　石井　睦美　作
しゅくだいがっしょう　福田　岩緒　作・絵
災害伝承の大研究　　佐藤　翔輔　監修
世界一やさしい依存症入門　松本　俊彦　著

新 着 図 書 案 内

児 玉 分 館

本 館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）　
休 館 日／１日㈪、２日㈫（館内整理日）、８日㈪、15日㈪、
　　　　　22日㈪、29日㈪、30日㈫（館内整理日）、12月6日㈪
ホームページアドレス／http://www.lib.honjo.saitama.jp/

納豆くらべ

一冊でわかるトルコ史

きのこのこのこふしぎのこ

きつね

石井　泰二　監修　文苑堂

関　眞興　著　河出書房新社

ひさかたチャイルド

樋口　佳絵　絵　汐文社

納豆の原材料は大豆と水
と納豆菌の３つだけ。しか
も製法は千年前のまま。
シンプルなのに地域や作
り手が違えば味や風味が
異なります。もしかしたら
好みの納豆に出会えるかも。

遠野の狐も、人を化かす。
友人に化けて餅を盗んだ
り、死人を動かしてみせ
たり…。京極夏彦による
新たな語りと、樋口佳絵
の絵による「遠野物語」
の絵本。

★今月の一般図書
世にも奇妙な博物館　　丹波　俊樹　著
線路は続くよどこまでも　山田　千紘　著
闇を泳ぐ　　　　　　　木村　敬一　著
山下清　　　　　　　　山下　浩　監修
彼方への挑戦　　　　　松山　英樹　著
ごきげんな散歩道　　　森沢　明夫　著
哲さんの声が聞こえる　加藤　登紀子　著

★今月の一般図書
おうち避難のためのマンガ防災図鑑
　　　　　　　　　　草野　かおる　著
名著のツボ　　　　　　石井　千湖　著
ハーブティー事典　　　佐々木　薫　著
考えて、考えて、考える　　　　
　　　　丹羽　宇一郎・藤井　聡太　著
畠山重忠　　　　　　田口　悠二郎　著

図 書 館 だ よ り

たのしいおはなし会

◇本 館
日時　11月13日㈯　
　　　午前11時～11時30分
　　　11月27日㈯　
　　　午後２時～２時30分
内容　「世界」をテーマとした

絵本や紙芝居など
協力　よみきかせサークル「本
　　　庄ほんの会」の皆さん
◇児玉分館
日時　11月13日㈯
　　　午前11時～11時30分
内容　「食べ物」をテーマとし
　　　た絵本や紙芝居など
協力　こだまお話しの会・語り
　　　の会ことよりの皆さん

本館☎ 24- ３７４６／児玉分館☎ 73- １７８３

きのこはどうやって育つ
の？、きのこは木の子ど
もなの？、きのこはみん
な同じ形をしているの？､
きのこはどれでも食べら
れるの？、きのこの不思
議をわかりやすく解説。

ヒッタイト、セルジュー
ク朝、オスマン帝国、ス
ルタン=カリフ制、青年
トルコ革命、６本の矢…。
トルコの歴史を、イラス
トや地図を交えてわかり
やすく解説する。

イ ベ ン ト

絵本とわらべうたのおはなし会

◇本 館
日時　11月4日㈭
　　　12月2日㈭
　　　午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　11月10日㈬
　　　午前11時～11時30分
対象　未就学児と保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど

��本庄高校図書館地域開放日
（土曜日）

※貸出不可。閲覧のみ利用できます。
◎当面の間、地域開放の詳細につ
いては、本庄高校のホームページ
でご確認ください。
 本庄高校図書館地域開放  で検索
★本庄高校図書館☎21-１１９５

新型コロナウイルスの感染拡大状
況等により、イベント等を急遽中
止することがあります。詳細はホ
ームページや館内掲示でお知らせ
します。



市 民 相 談 （11月〜12月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 11月18日㈭・12月16日㈭
午後１時〜４時 市役所１階 市民相談室 

   　　 

法 律

11月４日㈭・10日㈬・24日㈬・25日㈭
午後１時〜４時
※25日の会場はアスピアこだま１階相談室
◎12月の相談日

弁護士に
よる相談

12月１日㈬・８日㈬
午後１時〜４時  定員＝各日６名（先着順)

司法書士に
よる相談

12月15日㈬・22日㈬
午後１時〜４時  定員＝各日６名（先着順)

労 働 法 律 11月17日㈬　午後１時〜４時   定員＝６名（先着順)
相談員＝弁護士

不 動 産 11月12日㈮・12月10日㈮　午後１時〜４時
相談員＝宅地建物取引士

年金・労働 12月９日㈭　午後１時〜４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 11月９日㈫・12月14日㈫　午後１時〜４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課☎25-１１７５
毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
  　　　　　☎35-１２３２

人 権
11月22日㈪・12月28日㈫　午後１時〜４時 市役所５階 503会議室 市民活動推進課

☎25-１１１８11月９日㈫・12月14日㈫　午後１時〜４時 アスピアこだま２階
会議室Ｂ

ＤＶ・女性 毎週月〜金曜日（休日を除く）午前８時30分〜午後５
時15分　

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
 ☎25-１１４４☎25-１１１８

家 庭 児 童 毎週月〜金曜日（休日を除く) 午前９時〜午後４時 市役所２階  子育て支援課 子育て支援課 ☎25-１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月〜金曜日（休日を除く) 午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
                  ☎22-４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
                  ☎21-７３３７

心 配 ご と

第１月曜日を除き毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎21-８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
                  ☎24-２７５５

11月１日㈪・12月６日㈪ 
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
                  ☎73-１２３７

結 婚 11月10日㈬・21日㈰・12月８日㈬
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）

はにぽんプラザ２階
活動室Ａ・Ｂ

本庄市社会福祉協議会
                  ☎24-２７５５成 年 後 見

11月９日㈫・12月14日㈫・28日㈫　午後１時〜４時
※前月初日（休日を除く）より先着順で当日午後２時
まで受付（受付開始日は電話予約のみ）

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

成 年 後 見
（電話相談） 休日を除く月〜金曜日　午前９時〜午後５時 成年後見相談ダイヤル

☎0120-235-833 地域福祉課 ☎25-１１４２

高齢者相談 休日を除く月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時15分
※担当する地域は、おおむね中学校区域

本庄市西地域包括支援センター　本庄市社会福祉協議会
（銀座１- １- １）　                          ☎22- ７０８８
本庄市東地域包括支援センター　安誠園

（本庄３- １-21）　                          ☎22- ６２６２
本庄市南地域包括支援センター　シャローム　

（今井 1251-1）　　　　　               ☎23- ９５８０
児玉地域包括支援センター

（児玉町金屋 1302-1）　                  ☎73- １５４５
若者就労相談
(15歳～49歳)

毎週月〜金曜日、第４土曜日（休日を除く) 
午前９時〜午後５時に事前予約

深谷若者サポートステーション（深谷市西島４-２-61
ウェストビル２階）                 ☎０４８-５７７-４７２７

・各種相談は予約制
・12月の相談予約は、11月22日㈪から受付開始       
　（先着順。受付開始日は電話予約のみ）
・同月に同じ相談を複数申し込みすることはでき
　ません
各種相談日　※休日のときは変更となります。
●行政相談　毎月第３木曜日
●法律相談　・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
　　　　　　※奇数月第４木曜日（児玉会場）
　　　　　　・司法書士　毎月第３・４水曜日 
　　　　　　　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）
●労働法律相談（弁護士）　５・８・11・２月の第３水曜日
●不動産相談　毎月第２金曜日
●年金・労働相談　偶数月第２木曜日
●税務相談　毎月第２火曜日

　　　☎25-１１１３
市民課☎25-１１１２
　　　☎25-１１１０

※埼玉県では無料の県民相談を実施しています。県民相談の詳細は、埼玉県ホームページをご覧ください
相談名：弁護士・司法書士による法律相談、県職員による電話・面談相談、県職員によるインターネット県民相談、
　　　　弁護士による出張法律相談、交通事故相談等

26



みんなのみんなの健康ガイド健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ

令和３年11月１日号令和３年11月１日号27

★１１９番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番号です。医療機関の情報は、児玉郡市広域消防本部指令課
☎ 24- １１１９でご案内します。診療科目によっては県外や本庄市・児玉郡以外の病院をご案内する場合もあります。

　「歯周病」は、「むし歯」とともに歯科における二大疾患
のひとつであり、高血圧や糖尿病、メタボリックシンドロ
ームなどと同様に生活習慣病のひとつとして位置づけられ
ています。成人の約８割の方が歯周病にかかっているとい
われ、まさに国民病といえる状況です。歯周病は、歯周病
菌による感染が原因で、歯肉の腫れや痛み、歯肉からの出
血や歯の動揺、かみ合わせの不調や歯の喪失などの口腔内
の症状が引き起こされますが、最近の研究で、今まで考え
られていた以上に、多くの全身疾患と深く関わっているこ
とがわかってきました。糖尿病・肺炎・脳梗塞・心臓血管
疾患・肥満・認知症・低体重児出産などとの関係が明らか
になってきていますが、今回は代表的な糖尿病との関係に
触れたいと思います。
◆歯周病と糖尿病の関係
　糖尿病患者さんが歯周病になりやすいといわれていまし
たが、これは、糖尿病により歯周組織の微小血管が障害を
受け、局所の免疫機構が低下し、歯周病菌に感染しやすく
なるために起こり、以前よりたびたび取り上げられていま
した。しかし、最近では反対に「歯周病が糖尿病を悪化さ

せ、また、歯周病を治療することで糖尿病が改善する」と
いわれています。
　歯周病菌が産生する毒素（ＬＰＳ）を白血球（マクロフ
ァージ）が退治するときにＴＮＦ－αという物質が作ら
れ、これが血糖値を下げるインスリンの働きを阻害するの
です。また、血行に乗って肝臓に達した歯周病菌の抗原に
よって肝臓の働きを弱め、糖の代謝に悪影響を与えます。
中等度の歯周病の患者さんを歯科医院でメンテナンスする
と、糖尿病の指標であるＨｂＡ１ｃを１％程度改善させた、
という研究も報告されています。このように、歯周病と糖
尿病は密接な関係があり、歯科医師会や医師会が関係する
医科歯科連携の主要なテーマのひとつとなっています。
　歯周病は生活習慣病ですので、毎日のブラッシングや、
かかりつけ歯科医院での定期的なチェックと専門的クリー
ニングが大切になります。歯科医師会では本庄市と連携し
て、無料歯周病検診を行っています。どうぞご利用くださ
い。歯科医師会員は各地域の健診事業に協力して、皆さま
のお口の健康が体の健康につながることを目指していま
す。

医療メモ   歯周病と全身の関係                              本庄市児玉郡歯科医師会　　　

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎ 23- ３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、入院の
必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日　　日曜・休日・年末年始（12/30 〜１/ ３）・平日木曜  
　　　　　　日夜間

▼診療時間　午前９時〜正午、午後１時〜４時、午後７時〜 10 時
　　　　　　（平日木曜日夜間は午後８時〜 10 時）
※健康保険証を持参してください。
※夜間の診療は午後９時 45 分までに受付をしてください。

●在宅当番医療機関　▶診療時間   午前９時〜正午

11月３日㈷ 恵南クリニック 見福２丁目 ☎ 24- ０００８

11月７日㈰ したら眼科クリニック 上里町金久保 ☎ 33- ８３３３

11月14日㈰ 本庄皮膚科医院 銀座３丁目 ☎ 22- ３２３３

11月21日㈰ 児玉清水クリニック 児玉町児玉 ☎ 72- ７５４３

11月23日㈷ 鈴木外科病院 児玉町八幡山 ☎ 72- １２３５

11月28日㈰ 関根内科外科医院 神川町新里 ☎ 77- ７６６７

12月５日㈰ はにぽんクリニック 東台４丁目 ☎ 22- ３５９６

※在宅当番医は変更になる場合がありますので、電話でご確認の
うえ、お出かけください。

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル 24（相談料・通話料無料）
☎ 0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関情報の提
供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24 時間・年中無休

埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃ 7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児相談には
対応しません。（大人・小児共通）
※ IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199

▼受付時間　24 時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○小児救急電話相談　#8000 または☎ 048-833-7911

新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
☎  0570-783-770　

048-830-4808（埼玉県感染症対策課内）
▶受付時間　24 時間・年中無休
※発熱などの症状がある場合は、「埼玉県指定 診療・検査医療機
関」に事前予約のうえ、受診してください。診療・検査医療機関
が不明な場合は、埼玉県受診・相談センターへ。
☎ 048-762-8026　※午前９時〜午後５時 30 分

 048-816-5801

休日・夜間の急病のときは…

〕



●赤ちゃんを迎える準備　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

妊娠中の生活・栄養・赤
ちゃんのお風呂の入れ
方・妊婦体験など

11 月４日㈭・12 月８日㈬
午後１時 30 分～３時 30 分
11 月 11 日㈭・12 月９日㈭
午前９時 30 分～ 11 時 30 分
※終了時刻は前後する場合があります。

これからママ・
パパになる方

随時受付
健康推進課へ

●赤ちゃんが生まれたら　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

母乳相談
母乳の量、授乳の仕方等
に関する母乳相談
※はにぽんチャレンジ対象外

11 月 19 日㈮・12 月 23 日㈭
午前９時～10 時 30 分

（30 分ごとに実施）

生後４か月頃ま
でのお子さんと
その保護者

定員あり。各実施月の１日か
ら健康推進課へ
※母乳相談は初回相談者のみ。

ラッコクラス

赤ちゃんのこころ 11 月２日㈫・12 月７日㈫
午前 10 時～ 11 時 50 分

生後２～４か月
のお子さんとそ
の保護者 開催日の３日前までに健康推

進課へ

～支援センター編～
赤ちゃんの発達を促すた
めの遊び方や関わり方を
紹介

11 月８日㈪［会場：子育て支援セン
ターコウガの森・共和］
12 月 13 日㈪［会場：こざくら子育
て支援センター］
午前９時 45 分～ 10 時 30 分（両日とも）
※参加人数で時間の変更あり。

コアラクラス うきうき♪
はじめての離乳食

11 月 11 日㈭・12 月９日㈭
午前 10 時～ 11 時 30 分

生後４～５か月
のお子さんとそ
の保護者

松
まつざわ

澤 磨
ま ひ ろ

拓ちゃん
５歳　若泉

大
おおおか

岡 みのりちゃん
５歳　児玉町入浅見

笹
さ さ お

生 晴
はるひと

仁ちゃん
５歳　若泉

奥
おくはら

原 柚
ゆ ず な

奈ちゃん
５歳　児玉町塩谷

江
え は ら

原 果
か ほ

穂ちゃん
５歳　駅南

早
はやかわ

川 統
と う ま

真ちゃん
５歳　牧西

森
もりむら

村 彩
あ や か

翔ちゃん
６歳　千代田

倉
く ら の う ち

野内 麻
ま い

衣ちゃん
３歳　早稲田の杜

田
た な か

中 宗
そうすけ

昌ちゃん
３歳　千代田

佐
さ く ま

久間 咲
え み

実ちゃん
３歳　児玉町児玉

岡
お か だ

田 逞
た く み

生ちゃん
３歳　栄

三
み さ わ

澤 明
あ か り

莉ちゃん
４歳　小島南

茂
も て ぎ

木 花
か れ ん

怜ちゃん
４歳　万年寺

山
やまざき

﨑 日
ひ よ り

和ちゃん
１歳　けや木

小
こ ふ じ

藤 茉
ま つ り

莉ちゃん
１歳　駅南

太
お お た

田 倫
り ん た ろ う

太朗ちゃん
１歳　駅南

岡
お か だ

田 ゆのちゃん
２歳　西富田

12 月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中で
す。顔のはっきり写ったお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生
年月日、保護者の氏名、連絡先を記入のうえ、下記のあて先へ持参、
郵送またはメールで応募してください。
※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却で
きません。

あて先
〒367-8501　本庄市本庄3-5-3　本庄市役所広報課広報係　☎25-１１５５　

 omedetou@city.honjo.lg.jp　※締切は11月10日㈬（必着)

児童センターのイベント児童センターのイベント

小学生の科学実験教室小学生の科学実験教室

●●日時　 11月27日㈯　午後１時30分～
２時30分

●●会場　前原児童センター
●●対象　小学生　●●定員　10名（先着順）
●●費用　無料

●●申込　 11月13日㈯午前９時から電話
または直接下記へ

★前原児童センター☎ 21- ９８２０

ケヤキを使った鈴つきキーホルケヤキを使った鈴つきキーホル
ダー・ペンダント作り教室ダー・ペンダント作り教室
●●日時　11月27日㈯　午後１時30分～３時
●●会場　 児玉児童センター（アスピアこ

だま１階）

●●講師　新井　光夫　先生
●●対象　小学生　●●定員　10名（先着順）
●●費用　100円（当日集金）
●●用意　 汚れてもよい服装、手拭き用タ

オル、飲み物
●●申込　 11月13日㈯午前９時から電話

または直接下記へ
★児玉児童センター☎ 71- ６８０５
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
利用者の参加人数制限を行っています。また、
利用前の検温、手指の消毒やマスクの着用（２
歳未満のお子さんを除く）をお願いしていま
す。
※掲載している催しは、中止または延期とな
る場合があります。ご利用の各児童センター
へご確認ください。

●つどいの広場（乳幼児の親子の交流の場）
　０歳～就学前の子と保護者の皆さんが自由に交流できる広
場です。子育てに関する相談も受けていますので、お気軽に
ご参加ください。
日時　月・水・金曜日（休日を除く）　

午前９時～午後２時
つどいの広場　あそびの講座（午前 10 時～ )
　つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由の講座を開催していま
す。下記以外にもたくさんの講座があります。詳しくは各児童センターで配布
するおたより、または市  をご覧ください。
○下記の講座は、　　はにぽんチャレンジ対象事業 です。
　はにぽんチャレンジ対象の講座は、予約制です。開催日１週間前の午前９時
より、各センターへ電話または来館時に申し込み。空きがあれば、当日でも参
加できます。

児童センター 前原児童センター☎ 21- ９８２０、日の出児童センター☎ 21- ０４２０、
児玉児童センター☎ 71- ６８０５

　児童センターは主に小学生までの児童が自由に集い、遊べる場所です。また、
小さいお子さんを連れた保護者の皆さんの交流の場としてもご利用ください。

利用時間　月～土曜日 ( 休日・年末年始除く )
　　　　　午前９時～午後５時 

▲ つどいの 
広場

子育て支援のお知らせ
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HAPPY BIRTHDAY　
11月生まれのみんな
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開催日　前　原：12 月３日㈮
　　　　日の出：12 月 15 日㈬
　クリスマスの工作や手遊びを
して、楽しく遊びます。

開催日　児　玉：12 月 22 日㈬
　生演奏のクリスマスソングな
どを楽しみましょう。

◆子育てサロンゆうゆう

たのしいクリスマス クリスマスコンサート

◆スキンシップあそび　講師：齊藤　小百合　先生

開催日　前　原：12月10日㈮　日の出：11月26日㈮
　　　　児　玉：12月１日㈬
　親子のスキンシップは、お子さんに安心感を与え、
健やかな成長を助けます。
　楽しく身体を動かして、運動や感覚の発達も促す
スキンシップ遊びを紹介します。ママの身体のメン
テナンスもできるプチトレーニングも取り入れます。
首が座った赤ちゃんから参加できます。

※子育てサロン「ゆうゆう」は子育て応援団「本庄びすけっと」のご協
力をいただき開催しています。

令和３年11月１日号令和３年11月１日号29



●写真テーマ　「笑顔」（令和３年に撮影したもの）
●応募条件　被写体が市内在住者であること

●募集期間　11月24日㈬まで（必着）
●募集人数　約 150 名（多数の場合抽選）
●応募方法　各被写体の氏名・住所、応募者の氏名・

住所・連絡先を記入のうえ  、郵送または直接
広報課（市役所３階）へ（家族や友人など複数
被写体の同時応募が可能です）

※件名に「広報ほんじょう１月号笑顔の写真」と
明記してください。
●応募先　〒 367-8501　
　本庄市本庄３- ５- ３　本庄市役所広報課
　 kouhou@city.honjo.lg.jp 

●注意点
・抽選は応募者単位で行います。
・応募いただいた写真は返却しません。
・被写体の方の了解を得てご応募ください。
・画像１枚につき被写体はできるだけ１名

でお願いします。
・写真はアップで縦で撮影し、特殊効果や

文字挿入等、画像加工したものは掲載で
きません。

・掲載時の大きさや位置などは選べません。
・掲載に不適切であると思われる写真に関

しては、掲載しない場合があります。
・広報ほんじょうは市 ・アプリでも配信

します。

新年を笑顔で飾ろう

　皆さんの笑顔が、新年を飾る広報ほんじょ
う１月号の表紙になります。たくさんの笑顔
で広報ほんじょうの表紙を埋め尽くしましょ
う。ご応募をお待ちしています。

★広報課☎ 25- １１５５
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、施設利用や催し等へ参加の際は、マスクの着用、消
毒、検温等にご協力をお願いします。また、掲載している催し等が中止・変更になる場合があ
ります（市ホームページ、問い合わせ先へご確認ください）。

広報アンケートででお店ををＰＲしませんかしませんか
市内の商店・企業

2021N
o.190

　広報アンケート企画では、プレゼントを提供してい
ただく企業・商店を募集しています。
　毎月 32,500 部発行の広報ほんじょうにカラーで
情報を掲載、当選者が直接来店し、引き換え券とプレ
ゼントを交換します。
　この機会にイチオシの商品をＰＲしませんか。

■申込
 　申込書に必要事項を記入のうえ、郵送、 ま
たは直接下記へ
※詳しくは、要領をご覧ください。申込書・要
領は広報課（市役所３階）または市 で配付。

■申込先
 　〒367-8501　本庄市本庄３‐５‐３
　　本庄市役所広報課 「広報アンケート」係
　　  kouhou@city.honjo.lg.jp
※件名に「広報アンケート申込」と明記して
ください。

★広報課☎25‐１１５５

広報担当

商店・企業等 市民

当選者へプレゼント
引換券

アンケート応募
申込

広報紙掲載

店頭でプレゼント引換

プレゼント提供


